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周防大島町告示第80号 

 平成21年第３回周防大島町議会定例会を次のとおり招集する 

    平成21年８月28日 

                              周防大島町長 椎木  巧 

１ 期 日  平成21年９月４日 

２ 場 所  大島庁舎議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

田中隆太郎君          杉山 藤雄君 

神岡 光人君          新山 玄雄君 

平野 和生君          魚原 満晴君 

今元 直寛君          広田 清晴君 

田村 三郎君          尾元  武君 

中村 美子君          中本 博明君 

魚谷 洋一君          平川 敏郎君 

松井 岑雄君          安本 貞敏君 

久保 雅己君          布村 和男君 

小田 貞利君          荒川 政義君 

────────────────────────────── 

○９月16日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月17日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

平成21年 第３回（定例）周 防 大 島 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             平成21年９月４日（金曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                         平成21年９月４日 午前９時30分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告並びに議案説明 

 日程第５ 認定第１号 平成２０年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第６ 認定第２号 平成２０年度周防大島町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第７ 認定第３号 平成２０年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

 日程第８ 認定第４号 平成２０年度周防大島町老人保健事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第９ 認定第５号 平成２０年度周防大島町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第10 認定第６号 平成２０年度周防大島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第11 認定第７号 平成２０年度周防大島町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第12 認定第８号 平成２０年度周防大島町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第13 認定第９号 平成２０年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第14 認定第10号 平成２０年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第15 認定第11号 平成２０年度周防大島町公営企業局企業会計事業決算の認定について 

 日程第16 認定第12号 平成２０年度柳井地区広域事務組合一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 
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 日程第17 認定第13号 平成２０年度柳井地区広域事務組合特別会計ふるさと振興事業歳入歳

出決算の認定について 

 日程第18 議案第１号 平成２１年度周防大島町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第19 議案第２号 平成２１年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第20 議案第３号 平成２１年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

１号） 

 日程第21 議案第４号 平成２１年度周防大島町老人保健事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第22 議案第５号 平成２１年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第23 議案第６号 平成２１年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第24 議案第７号 平成２１年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第25 議案第８号 平成２１年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第26 議案第９号 平成２１年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第27 議案第10号 平成２１年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第28 議案第11号 平成２１年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第２号） 

 日程第29 議案第12号 周防大島町議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例及び

周防大島町報酬及び費用弁償条例の一部改正について 

 日程第30 議案第13号 周防大島町斎場条例の一部改正について 

 日程第31 議案第14号 周防大島町過疎地域自立促進計画（後期）の変更について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告並びに議案説明 

 日程第５ 認定第１号 平成２０年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第６ 認定第２号 平成２０年度周防大島町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第７ 認定第３号 平成２０年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

 日程第８ 認定第４号 平成２０年度周防大島町老人保健事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第９ 認定第５号 平成２０年度周防大島町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に
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ついて 

 日程第10 認定第６号 平成２０年度周防大島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第11 認定第７号 平成２０年度周防大島町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第12 認定第８号 平成２０年度周防大島町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第13 認定第９号 平成２０年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第14 認定第10号 平成２０年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第15 認定第11号 平成２０年度周防大島町公営企業局企業会計事業決算の認定について 

 日程第16 認定第12号 平成２０年度柳井地区広域事務組合一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第17 認定第13号 平成２０年度柳井地区広域事務組合特別会計ふるさと振興事業歳入歳

出決算の認定について 

 日程第18 議案第１号 平成２１年度周防大島町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第19 議案第２号 平成２１年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第20 議案第３号 平成２１年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

１号） 

 日程第21 議案第４号 平成２１年度周防大島町老人保健事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第22 議案第５号 平成２１年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第23 議案第６号 平成２１年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第24 議案第７号 平成２１年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第25 議案第８号 平成２１年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第26 議案第９号 平成２１年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第27 議案第10号 平成２１年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第28 議案第11号 平成２１年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第２号） 

 日程第29 議案第12号 周防大島町議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例及び

周防大島町報酬及び費用弁償条例の一部改正について 

 日程第30 議案第13号 周防大島町斎場条例の一部改正について 

 日程第31 議案第14号 周防大島町過疎地域自立促進計画（後期）の変更について 
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────────────────────────────── 

出席議員（20名） 

１番 田中隆太郎君       ２番 杉山 藤雄君 

３番 神岡 光人君       ４番 新山 玄雄君 

５番 平野 和生君       ６番 魚原 満晴君 

７番 今元 直寛君       ８番 広田 清晴君 

９番 田村 三郎君       10番 尾元  武君 

11番 中村 美子君       12番 中本 博明君 

13番 魚谷 洋一君       14番 平川 敏郎君 

15番 松井 岑雄君       16番 安本 貞敏君 

17番 久保 雅己君       18番 布村 和男君 

19番 小田 貞利君       20番 荒川 政義君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 坂本  薫君     議事課長 木元 真琴君 

書  記 吉岡 信二君     書  記 林  祐子君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 椎木  巧君   代表監査委員 ………… 相川  實君 

副町長 ………………… 岡村 春雄君   教育長 ………………… 平田  武君 

公営企業管理者 ……… 石原 得博君                      

総務部長 ……………… 中野 守雄君   産業建設部長 ………… 平田 好男君 

健康福祉部長 ………… 田村 敏範君   環境生活部長 ………… 松井 秀文君 

久賀総合支所長 ……… 山本 定雪君   大島総合支所長 ……… 嶋元 則昭君 

東和総合支所長 ……… 松岡 千春君   橘総合支所長 ………… 椎木 千明君 

会計管理者兼会計課長 ……………………………………………………… 北杉 憲昌君 

教育次長 ……………… 村田 雅典君   公営企業局総務部長 … 河村 常和君 

総務課長 ……………… 西本 芳隆君   財政課長 ……………… 奈良元正昭君 
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税務課長 ……………… 橋本 澄夫君   健康増進課長 ………… 東原 平典君 

介護保険課長 ………… 舛重 久人君   公営企業局財政課長 … 村岡 宏章君 

────────────────────────────── 

午前９時30分開会 

○議長（荒川 政義君）  おはようございます。本日は御出席をいただきましてありがとうござい

ます。 

 ただいまから平成２１年第３回周防大島町議会定例会を開会いたします。 

 中本博明議員から、遅刻の通告を受けております。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布してあるとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（荒川 政義君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期定例会の署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、１５番、松井岑雄議員、１６番、

安本貞敏議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（荒川 政義君）  日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りいたします。今期定例会の会期は、去る８月２８日開催の議会運営委員会において協議

の結果、お手元に配布してある会期日程のとおり、本日から９月１７日までの１４日間としたい

と思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、お手元に配布して

ある会期日程のとおり、本日から９月１７日までの１４日間とすることに決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（荒川 政義君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 まず、本年６月以降本日までに、本議会に提出されております文書について御報告いたします。 

 地方自治法の規定に基づき、監査委員より例月現金出納検査（６月・７月・８月実施分）の結

果の報告がありましたので、お手元にその写しを配布いたしております。 

 請願、陳情・要望については、受理したものはございません。 

 次に、系統議長会関係では、７月７日、山口市において山口県町議会議長会定例会が開催され、
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任期満了に伴う役員の改選を行いました。新たな役員名簿につきましては、皆様のお手元に配布

しておりますので御高覧ください。 

 最後になりましたが、町人会等関係を含め議員研修について、今期定例会の最終日に議員派遣

として、御議決をいただく予定でございますが、近畿東和会、東京東和町人会、近畿大島会への

参加については各１名を、東京大島郡人会への参加につきましては全体で５名を、本日中に人選

いただきたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告並びに議案説明 

○議長（荒川 政義君）  日程第４、行政報告並びに議案の説明に入ります。 

 町長より行政報告並びに議案の説明を求めます。椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  どなたも改めましておはようございます。平成２１年第３回周防大島町

議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては、御多忙の折にもかかわりま

せず、御参集賜り厚く御礼を申し上げます。 

 それでは、本日提案をいたしております議案につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

 本定例会に提案をいたしております案件は、決算の認定に関するもの１３件、補正予算に関す

るもの１１件、条例の一部改正に関するもの２件、そして過疎地域自立促進計画（後期）の変更

であります。認定第１号から認定第１３号までの１３件は、平成２０年度の各会計決算の認定に

ついてであります。平成２０年度の周防大島町一般会計歳入歳出決算をはじめとした、各特別会

計歳入歳出決算、周防大島町公営企業局企業会計事業決算、柳井地区広域事務組合一般会計歳入

歳出決算、柳井地区広域事務組合特別会計ふるさと振興事業歳入歳出決算の認定についてお諮り

するものであります。 

 監査委員の決算審査意見並びに主要な施策の成果説明書を添えて、決算書をお配りしていると

ころでありますが、おかげさまで各会計とも順調に予算の執行ができております。このことは議

員各位をはじめ、町民の皆様の温かい御理解、御協力の賜であり、深く感謝の意を表するもので

あります。 

 各会計決算の詳細内容につきましては、後ほどそれぞれの担当より御説明を申し上げますが、

議案第１号は、平成２１年度周防大島町一般会計補正予算（第３号）についてであります。既定

の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８億８,５７８万２,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１６１億４５０万５,０００円とするものであります。 

 議案第２号は、平成２１年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につい

てであります。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５,９４０万２,０００円を追加し、
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歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３３億２,４８６万円とするものであります。 

 議案第３号は、平成２１年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてであります。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４２万６,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億９,６９１万８,０００円とするものであります。 

 議案第４号は、平成２１年度周防大島町老人保健事業特別会計補正予算（第１号）についてで

あります。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５,３３１万３,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７,７４６万円とするものであります。 

 議案第５号は、平成２１年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）についてで

あります。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６,８７９万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ３０億８,０４９万９,０００円とするものであります。 

 議案第６号は、平成２１年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）についてで

あります。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４,４２９万４,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億３,７５１万９,０００円とするものであります。 

 議案第７号は、平成２１年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてであ

ります。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１３９万４,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億１,１１７万７,０００円とするものであります。 

 議案第８号は、平成２１年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につい

てであります。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６９４万８,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億７,９４３万円とするものであります。 

 議案第９号は、平成２１年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につい

てであります。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０１万１,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６,４４７万７,０００円とするものであります。 

 議案第１０号は、平成２１年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号）についてであ

ります。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６万３,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ７,９５７万５,０００円とするものであります。 

 議案第１１号は、平成２１年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第２号）についてで

あります。収益的収支で５,６２８万１,０００円を追加するものであります。 

 議案第１２号は、周防大島町議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例及び周防大

島町報酬及び費用弁償条例の一部改正についてであります。町内を私用車で移動した場合の費用

弁償する制度について一部の改正をするものであります。 

 議案第１３号は、周防大島町斎場条例の一部改正についてであります。大島斎場の使用料の別

表に和室使用料を加えようとするものであります。 
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 議案第１４号は、周防大島町過疎地域自立促進計画（後期）の変更についてであります。本計

画の事業内容の変更及び新たな事業を追加するものであります。 

 なお、去る８月２８日に工事等の入札を行いましたので、議会最終日に平成２０年度林道文珠

屋代線舗装工事の請負契約の締結ほか５議案を追加上程する予定でありますので、あらかじめお

知らせいたしておきます。 

 それでは、この際、行政報告を申し上げます。 

 まず最初に、平和市長会議の加盟についてであります。人類史上初めて広島・長崎に原爆が投

下されてから、ことしで６４年目を迎えました。世界唯一の被爆国として、核兵器のない平和な

世界を築いていくことが私たちに課せられた重要な責務であると思っております。また、オバマ

アメリカ大統領は、４月にプラハ演説で核兵器のない世界を目指して具体的措置をとると宣言し、

核兵器廃絶への強い決意を表明したところであります。 

 本町といたしましても、平成１９年１２月２１日の町議会においての非核平和都市宣言決議を

尊重し、行政の立場からも核兵器廃絶・平和自治体宣言のまちの活動に取り組んでいるところで

あります。 

 平和市長会議は、核兵器廃絶に向けた国際世論の喚起のためさまざまな活動を行っており、現

在世界１３４カ国、３,０４７都市が、また日本では３６６の市町村が加盟いたしております。 

 本町といたしましても、８月１１日開催の四役・部長会議におきまして、平和市長会議の基本

理念や活動趣旨に賛同し、本会議に加盟するべきと確認をいたしております。近く加盟するよう

準備を進めているところであります。 

 次に、竜崎温泉管理業務の全部停止処分についてであります。 

 去る８月２０日、竜崎温泉潮風の湯の指定管理者である有限会社千鳥を、９月８日から１０月

７日までの３０日間、管理業務の全部を停止する行政処分を行いました。これまでの経緯につき

ましては、この３月温泉に入浴剤を添加したことが発覚し、その調査のため３日間の営業停止を

行いました。 

 議会では、調査特別委員会が設置され、６月の定例本会議で調査特別委員長報告がなされ、そ

の後、行政手続法に沿い慎重に検討し、処分を決定いたしました。法令・協定違反は、入浴剤の

添加、配管の無断改造、入浴割引券の無料配布など９項目であります。業務停止は、違反行為を

重ねた管理者への厳格な処分であり、利用者には多大な御迷惑をおかけすることになりますが、

町有施設へのダメージを最小限にすることも必要であり、このような内容としたところでありま

す。 

 また、昨日のことでございますが、有限会社千鳥社長ほか弁護士２名が来庁し、この処分を不

服といたしまして異議の申し立てがありました。また、処分執行停止の申し立ても提出されてお
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ります。その内容は、町が指摘した指定管理上の違反９項目のうち、町給水装置に井戸水配管を

無断で接続したことは水道法違反、これ以外は違反が存在しない旨の申し立てであります。さら

に、町の損害もないのに３０日間もの営業停止は奇異に感じるとし、処分執行を停止するよう求

めております。これが認められない場合には、損害賠償訴訟もあり得るということであります。

これを受けて、町は顧問弁護士と現在協議を進めているところであります。 

 次に、財政健全化判断比率について申し上げます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、平

成２０年度の決算にかかる健全化判断比率及び資金不足比率の報告書並びに監査委員の意見書を

お手元に配布いたしております。 

 実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、いずれも赤字額がなく、実質公債費比率は２０.８％、

将来負担比率は１７６.９％であり、いずれも早期健全化基準を下回っております。また、企業

会計における資金不足比率は、すべての会計において資金不足は生じておりません。したがいま

して、財政の健全性は維持されていると判断しております。昨年度と比べ実質公債比率で

０.２ポイント、将来負担比率で１０.７ポイント改善が見られましたが、いまだ高い水準で推移

しており、なお一層の財政健全化への取り組みに努力をする覚悟であります。 

 参考までに申し上げますと、主要な施策の成果を説明する書類の４ページにありますとおり、

一般会計における人件費は対前年度比７.３％、２億３９３万３,０００円の減額となっておりま

す。また、６ページにお示ししておりますとおり、平成２０年度末の地方債残高は、一般会計で

１４億６,２３５万３,０００円、公営企業局企業会計を除く特別会計をあわせて１７億

２,００１万９,０００円の減額となっており、合併後毎年減少を続けておりまして、合併と行財

政改革の効果があわれつつあると思っておるところであります。今後とも持続可能な行財政運営

のため、さらなる財政健全化に取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、個人住民税等の併任徴収にかかる県職員の派遣についてであります。 

 昨年度に引き続き、山口県においては、税源移譲により増加した個人住民税の徴収強化を図る

ため、周防大島町を含めた８市２町で併任徴収を実施いたします。本庁で実施される巡回型併任

徴収は、昨年と同様に９月１日から５カ月間、毎週２日程度であります。幅広い滞納事案を対象

に、市町職員に基礎的な滞納整理のノウハウを伝授し、滞納整理の促進と市町の徴収業務のレベ

ルアップを図るとともに、個人住民税等の徴収率の向上と滞納額の圧縮を目指すものであります。

昨年度におきましても、この併任徴収により、実施成果が確実に上がってきているところであり

ます。 

 なお、９月１日辞令交付を終えたところであり、併任職員の給料及び諸手当、旅費等について

は、すべて県の負担となっております。 
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 以上、概要につきまして御説明を申し上げましたが、詳しくは提案の都度、関係参与が御説明

申し上げますので、何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（荒川 政義君）  以上で、行政報告並びに議案の説明を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．認定第１号 

日程第６．認定第２号 

日程第７．認定第３号 

日程第８．認定第４号 

日程第９．認定第５号 

日程第１０．認定第６号 

日程第１１．認定第７号 

日程第１２．認定第８号 

日程第１３．認定第９号 

日程第１４．認定第１０号 

日程第１５．認定第１１号 

日程第１６．認定第１２号 

日程第１７．認定第１３号 

○議長（荒川 政義君）  日程第５、認定第１号平成２０年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の

認定についてから日程第１７、認定第１３号平成２０年度柳井地区広域事務組合特別会計ふるさ

と振興事業歳入歳出決算の認定についてまでの１３議案を一括上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。北杉会計管理者。 

○会計管理者兼会計課長（北杉 憲昌君）  それでは、認定第１号平成２０年度周防大島町一般会

計歳入歳出決算の認定についてから、認定第１０号平成２０年度周防大島町渡船事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてまでの補足説明を申し上げます。 

 この認定は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、各会計の決算につきまして

議会の認定をお願いするものでございます。 

 それでは、認定第１号平成２０年度周防大島町一般会計歳入歳出決算につきまして補足説明を

申し上げます。 

 決算書の３ページをお開き願います。 

 歳入の合計額を申し上げますと、予算総額１５１億３,５８４万５,０００円、調定額１５３億

４,７３２万６,２９７円に対しまして、収入済額は１４０億９,４８５万５,９５６円で、調定額
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に対する収入率は９１.８％でございます。不納欠損額９８８万６,９２０円につきましては、

１ページの１款町税１項町民税は、７４人の２５２万６,３２０円、２項固定資産税は、

１４２人の６１９万７,１００円、３項軽自動車税は、９９人の５５万２,８００円。 

 ２ページの１１款分担金及び負担金２項負担金では、保育料３人分の６１万７００円の合計で

ございます。 

 収入未済額１２億４,２５８万３,４２１円のうち、事業の繰り越しに伴う未収分を差し引いた

残りの収入未済額１億５,１２８万９,４２１円の内訳につきましては、主に１ページの１款町税

１項町民税の現年３１２人、滞納繰越６４５人、合計９５７人で３,８１９万４１５円、２項固

定資産税は現年３８２人、滞納繰越８９８人、合計１,２８０人で４,６１４万４,１９０円、

３項軽自動車税は現年２６１人、滞納繰越７０７人、合計９６８人で５３９万３,２００円、

５項特別土地保有税は滞納繰越７社で７５０万２,３００円、２ページの１１款分担金及び負担

金２項負担金は、保育料の現年１４人、滞納繰越４７人、合計６１人の７０４万３７０円、

１２款使用料及び手数料１項使用料で、住宅使用料の現年９１人、滞納繰越１３３人、合計

２２４人の４,５３１万８７６円、１３款国庫支出金７億４,８８６万円、１４款県支出金１億

４,３８３万４,０００円、２０款町債１億９,８６０万円につきましては、事業の繰り越しに伴

う未収でございます。 

 ５ページをお開き願います。歳出の予算総額１５１億３,５８４万５,０００円に対しまして、

支出済額は１３６億３,５９３万１,００４円で、執行率は９０.１％でございます。翌年度繰越

額１１億８,６１５万９,０００円につきましては、６月定例議会において御報告しております平

成２０年度周防大島町繰越明許費の繰越額でございます。 

 内訳は、４ページの２款総務費１項総務管理費で定額給付金事業費ほか１件で４億４,８４８万

８,０００円、３款民生費２項児童福祉費で子育て応援特別手当経費７４２万７,０００円、５款

農林水産業費２項林業費で林道施設一般経費６,０２７万円、３項水産業費で港整備交付金事業

費ほか２件の２億４,６４０万４,０００円、６款商工費１項商工費で星野哲郎記念館管理運営経

費５００万円、７款土木費２項道路橋梁費で道路新設改良事業費ほか１件の８,０４２万

２,０００円、３項河川費で河川整備事業費４,４５０万円、５ページの９款教育費１項教育総務

費で教育総務経費５,５１４万８,０００円、２項小学校費で小学校管理事務局経費７１０万円、

３項中学校費で東和中学校改築事業経費ほか１件の２億３,１４０万円でございます。 

 不用額につきましては、事務事業の精算により３億１,３７５万４,９９６円となっております。

歳入歳出差引残額は４億５,８９２万４,９５２円でございます。 

 以上で一般会計の説明を終わります。 

 詳細につきましては、４７ページからの一般会計歳入歳出決算事項別明細書を御参照のほどお
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願いいたします。 

 なお、以後の各会計の事項別明細書につきましても、説明は割愛させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 続きまして、認定第２号平成２０年度周防大島町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算につ

きまして補足説明を申し上げます。 

 ９ページをお願いします。歳入の予算総額３３億７,９００万６,０００円、調定額３４億

８,１６９万３,０７８円に対しまして、収入済額は３３億６,８９４万４,２６３円で、調定額に

対する収入率は９６.８％でございます。不納欠損額は、国民健康保険税の１６７人で８０３万

９,３００円となっております。また収入未済額は国民健康保険税の現年３５９人、滞納繰越

９９１人、合計１,３５０人で１億４７０万９,５１５円でございます。 

 １１ページをお願いします。歳出の予算総額３３億７,９００万６,０００円に対しまして、支

出済額は３２億６,４０６万２４１円で、執行率は９６.６％となっております。翌年度繰越額は

１３８万６,０００円で、不用額は１億１,３５５万９,７５９円となっております。歳入歳出差

引残額は１億４８８万４,０２２円でございます。 

 なお、被保険者の状況でございますが、制度改正で原則７５歳以上の被保険者が後期高齢者医

療への移行に伴い、２０年度末の世帯数は４,４４５世帯、被保険者数は７,３０６人で、加入率

は３６.１％と大幅な減少でございます。また、１人当たり医療費は３６万２,１６９円となって

おります。 

 続きまして、認定第３号平成２０年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算に

つきまして補足説明を申し上げます。 

 １５ページをお願いします。歳入の予算総額４億３,８２７万６,０００円、調定額４億

３,２０８万１８７円に対しまして、収入済額は４億３,０６２万９,８８９円で、調定額に対す

る収入率は９９.７％でございます。不納欠損額は０円で、収入未済額は後期高齢者医療保険料

の現年２５人で、１４５万２９８円でございます。 

 １６ページをお願いします。歳出の予算総額４億３,８２７万６,０００円に対しまして、支出

済額は４億３,０２０万３,５７２円で、執行率は９８.２％となっております。翌年度繰越額は

ゼロ円で、不用額は８０７万２,４２８円となっております。歳入歳出差引残額は、４２万

６,３１７円でございます。 

 なお、２０年度末における７５歳以上の被保険者数は、５,９７５人でございます。また、

１人当たり医療費は、７６万８,２３２円となっております。 

 続きまして、認定第４号平成２０年度周防大島町老人保健事業特別会計歳入歳出決算につきま

して補足説明を申し上げます。 
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 １９ページをお願いします。歳入の予算総額５億７,０００万円、調定額５億２,８８７万

７,８５８円に対しまして、収入済額は５億２,８８７万７,８５８円で、収入率は１００％とな

っておりまして、不納欠損額、収入未済額ともに０円でございます。 

 ２０ページをお願いします。歳出の予算総額５億７,０００万円に対しまして、支出済額は

４億７,５５６万１６０円で、執行率は８３.４％でございます。不用額は９,４４３万

９,８４０円となっております。歳入歳出差引残額は、５,３３１万７,６９８円でございます。 

 続きまして、認定第５号平成２０年度周防大島町介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきま

して補足説明を申し上げます。 

 ２３ページをお願いします。歳入の予算総額２９億９,９３３万２,０００円、調定額３０億

１,１２８万３,７３０円に対しまして、収入済額は３０億５８５万６,３７５円で、収入率は

９９.８％となっております。不納欠損額の１３１万６８４円は、介護保険料の５６人分でござ

います。収入未済額は介護保険料の現年８１人、滞納繰越１０８人、合計１８９人の４１１万

６,６７１円でございます。 

 ２４ページをお願いします。歳出の予算総額２９億９,９３３万２,０００円に対しまして、支

出済額は２９億３,６６３万４,１１８円で、執行率は９７.９％でございます。翌年度繰越額は

０円で、不用額は６,２６９万７,８８２円となっております。歳入歳出差引残額は、６,９２２万

２,２５７円でございます。 

 なお、２０年度末の第１号被保険者数は、９,４８６人で、人口に占める割合は４６.８％でご

ざいます。また、認定者数は２,０２２人となっております。 

 続きまして、認定第６号平成２０年度周防大島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算につきま

して補足説明を申し上げます。 

 ２７ページをお願いします。歳入の予算総額１１億４,３３３万２,０００円、調定額１１億

８,５８３万３,８９７円に対しまして、収入済額は１１億３,６９４万３,０５０円で、収入率は

９５.９％でございます。不納欠損額は０円で、収入未済額は、２款使用料及び手数料１項使用

料で給水使用料の現年３０３人、滞納繰越１,３４９人、合計１,６５２人の４,８８９万

８４７円でございます。 

 ２８ページをお願いします。歳出の予算総額１１億４,３３３万２,０００円に対しまして、支

出済額は１１億３,６９４万３,０５０円で、執行率は９９.４％でございます。翌年度繰越額は

０円で、不用額は６３８万８,９５０円となっております。歳入歳出差引残額は、０円の決算で

ございます。 

 なお、給水人口は１万８,１０１人、普及率は８８.９％となっております。 

 続きまして、認定第７号平成２０年度周防大島町下水道事業特別会計歳入歳出決算につきまし
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て補足説明を申し上げます。 

 ３１ページをお願いします。歳入の予算総額５億８５９万円、調定額５億４９８万４７円に対

しまして、収入済額は４億６,１０７万９,２９７円で、収入率は９１.３％でございます。不納

欠損額は０円で、収入未済額４,３９０万７５０円の内訳につきましては、１款分担金及び負担

金１項分担金で受益者分担金の現年４８人、滞納繰越２７０人、合計３１８人の４１７万

６,４００円、２款使用料及び手数料１項使用料で現年２７人、滞納繰越７８人、合計１０５人

の２３２万４,３５０円、３款国庫支出金１項国庫補助金で、安下庄地区公共下水道事業繰越分

１,２５０万円、６款町債１項町債の２,４９０万円でございます。 

 ３２ページをお願いします。歳出の予算総額５億８５９万円に対しまして、支出済額は４億

６,１０４万５,２９７円で、執行率は９０.７％でございます。翌年度繰越額は３,７４３万

４,０００円で、不用額は１,０１１万７０３円となっております。歳入歳出差引残額は、３万

４,０００円の決算でございます。 

 続きまして、認定第８号平成２０年度周防大島町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算につ

きまして補足説明を申し上げます。 

 ３５ページをお願いします。歳入の予算総額３億５,８９５万７,０００円、調定額３億

５,４３９万８,７６０円に対しまして、収入済額は３億５,１７３万１,６４２円で、収入率は

９９.２％でございます。不納欠損額は０円で、収入未済額２２６万７,１１８円の内訳につきま

しては、１款分担金及び負担金では、分担金の現年３３人、滞納繰越９２人、合計１２５人の

２３０万７,６４０円、２款使用料及び手数料１項使用料で農業集落排水使用料の現年１１人、

滞納繰越１４人、合計２５人の３５万９,４７８円でございます。 

 ３６ページをお願いします。歳出の予算総額３億５,８９５万７,０００円に対しまして、支出

済額は３億５,１７３万１,６４２円で、執行率は９８.０％でございます。翌年度繰越額は０円

で、不用額は７２２万５,３５８円となっております。歳入歳出差引残額は、０円の決算でござ

います。 

 続きまして、認定第９号平成２０年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算につ

きまして補足説明を申し上げます。 

 ３９ページをお願いします。歳入の予算総額４,１２７万３,０００円、調定額４,０４４万

２６３円に対しまして、収入済額は４,０３１万１,２１１円で、収入率は９９.７％となってお

ります。不納欠損額は０円で、収入未済額は、２款使用料及び手数料１項使用料で現年４人、滞

納繰越１人、合計５人の１２万９,０５２円でございます。 

 ４０ページをお願いします。歳出の予算総額４,１２７万３,０００円に対しまして、支出済額

は４,０３１万１,２１１円で、執行率は９７.７％でございます。翌年度繰越額は０円で、不用
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額は９６万１,７８９円となっております。歳入歳出差引残額は、繰入金で財源調整を行ってお

りますので０円でございます。 

 続きまして、認定第１０号平成２０年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算につきまし

て補足説明を申し上げます。 

 ４３ページをお願いします。歳入の予算総額１億９,２５１万円、調定額１億９,０４６万

６,２９９円に対しまして、収入済額は１億９,０４６万６,２９９円で、収入率は１００％でご

ざいまして、不納欠損額、収入未済額ともに０円となっております。 

 ４４ページをお願いします。歳出の予算総額１億９,２５１万円に対しまして、支出済額は

７,７５７万６,２９９円で、執行率は４０.３％でございます。翌年度繰越額は１億１,２８９万

円で、不用額は２０４万３,７０１円となっております。歳入歳出差引残額は、１億１,２８９万

円でございます。 

 続きまして、実質収支に関する調書の御説明を申し上げます。単位は、千円で記入しておりま

す。 

 ３５５ページをお願いします。一般会計実質収支に関する調書でございます。歳入総額

１４０億９,４８５万５,０００円、歳出総額１３６億３,５９３万１,０００円、歳入歳出差引額

は４億５,８９２万４,０００円となり、そのうち翌年度へ繰り越すべき財源１億５００万

９,０００円を差し引きました実質収支額は、３億５,３９１万５,０００円で決算をいたしてお

ります。 

 ３５６ページは、国民健康保険事業特別会計実質収支に関する調書でございます。歳入総額

３３億６,８９４万４,０００円、歳出総額３２億６,４０６万円で、歳入歳出差引額は１億

４８８万４,０００円となり、そのうち翌年度へ繰り越すべき財源１３８万６,０００円を差し引

きました実質収支額は、１億３４９万８,０００円で決算をいたしております。 

 ３５７ページは、後期高齢者医療事業特別会計実質収支に関する調書でございます。歳入総額

４億３,０６２万９,０００円、歳出総額４億３,０２０万３,０００円、歳入歳出差引額は４２万

６,０００円で、実質収支額も同額でございます。 

 ３５８ページは、老人保健事業特別会計実質収支に関する調書でございます。歳入総額５億

２,８８７万７,０００円、歳出総額４億７,５５６万円、歳入歳出差引額は５,３３１万

７,０００円で、実質収支額も同額でございます。 

 ３５９ページは、介護保険事業特別会計実質収支に関する調書でございます。歳入総額３０億

５８５万６,０００円、歳出総額２９億３,６６３万４,０００円、歳入歳出差引額は６,９２２万

２,０００円で、実質収支額も同額でございます。 

 ３６０ページは、簡易水道事業特別会計実質収支に関する調書でございます。歳入総額、歳出
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総額は、同額の１１億３,６９４万３,０００円で、収支均衡の決算でございます。 

 ３６１ページは、下水道事業特別会計実質収支に関する調書でございます。歳入総額４億

６,１０７万９,０００円、歳出総額４億６,１０４万５,０００円、歳入歳出差引額は３万

４,０００円となり、そのうち翌年度へ繰り越すべき財源３万４,０００円を差し引きました実質

収支額は、０円の決算でございます。 

 ３６２ページは、農業集落排水事業特別会計実質収支に関する調書でございます。歳入総額、

歳出総額は同額の３億５,１７３万１,０００円で、収支均衡の決算でございます。 

 ３６３ページは、漁業集落排水事業特別会計実質収支に関する調書でございます。歳入総額、

歳出総額は同額の４,０３１万１,０００円で、収支均衡の決算でございます。 

 ３６４ページは、渡船事業特別会計実質収支に関する調書でございます。歳入総額１億

９,０４６万６,０００円、歳出総額７,７５７万６,０００円、歳入歳出差引額は１億

１,２８９万円となり、そのうち翌年度へ繰り越すべき財源１億１,２８９万円を差し引きました

実質収支額は、０円の決算でございます。 

 続きまして、財産に関する調書の御説明を申し上げます。 

 この調書につきましては、今年度移動のあった部分のみ説明させていただきます。 

 ３６５ページをお開き願います。１、公有財産の（１）土地及び建物のうち土地につきまして

は、防災公園久賀グラウンド内、町名義土地と県土地との交換等によりまして、差し引き

５３５.５１平方メートルの増でございます。建物につきましては、石小田地区排水機場の建て

かえ、新築取得をしました防災無線文珠山中継局舎・嵩山中継局舎等によりまして、木造、非木

造をあわせ差し引き３４.６７平方メートルの増でございます。 

 ３６６ページをお願いします。（２）山林、（３）動産、（４）物権、（５）有価証券につき

ましては、移動はございません。 

 ３６７ページをお願いします。（６）出資による権利では、柳井地域広域水道企業団へ

３,６８９万７,０００円出資いたしまして、年度末現在高は４７億８,４０１万５,３０５円とな

っております。柳井地区広域事務組合出資金の１億８,４０６万３,０００円の減は、組合の解散

に伴い減額となっております。 

 ３６８ページの山口県東部森林組合出資金の１万４,０００円の増は、配当金の積立でござい

ます。地方公営企業等金融機構出資金の２５０万円の増は、組織の設立に伴い、新たな出資によ

る増額となっております。 

 ３６９ページをお願いします。２、物品につきましては、自動車が１台の増、備品では

３７０ページのコピー機、全国瞬時警報システム、サーバ、チッパーシュレッダ、アーチェリー

表示システムの購入整備等による増でございます。 
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 ３７５ページをお願いします。３、基金（１）財政調整基金は、１億６,０８６万９,０００円

の増で、平成２１年５月末現在高は１４億７,１５９万２,０００円でございます。 

 （２）の減債基金は、１,１６２万３,０００円取り崩しまして、起債の償還に充てております。 

 （３）の県収入証紙購入基金は、変更ございません。 

 （４）の奨学資金貸付基金の１６万７,０００円の増は、寄付金と利息でございます。 

 （５）の福祉振興基金は、１４５万３,０００円積み立てまして、年度末現在高は２億

７,９８１万９,０００円でございます。 

 ３７６ページの（６）の国民健康保険基金の２２万８,０００円の増は、利息でございます。 

 （７）の介護給付費準備基金は、取り崩しにより１,５５９万７,０００円の減で、年度末現在

高は７,８９９万９,０００円となっております。 

 （８）のふるさと創生基金の１億８,０２９万７,０００円の増は、積み立てと利息でございま

す。 

 （９）の土地開発基金は、土地面積３,２３８.２９平米、現金３,９３２万６,０００円により

まして、年度末現在高は１億２,０５０万４,０００円でございます。 

 ３７７ページの（１０）の中山間ふるさと水と土保全基金は、変更ございません。 

 （１１）のちびっ子医療費助成事業基金の２,４６０万円の増は、積み立てと利息でございま

す。 

 （１２）の観光振興事業助成基金は、新たに６,２６９万５,０００円を積み立てまして、年度

末現在高は６,２６９万５,０００円でございます。 

 （１３）の介護従事者処遇改善臨時特例基金は、新たに１,８１６万８,０００円を積み立てま

して、年度末現在高は１,８１６万８,０００円でございます。 

 以上で、認定第１号平成２０年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、認定

第１０号平成２０年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの補足説明

を終わります。 

 なお、決算付属書類、監査委員の審査意見書及び主要な施策の成果を説明する書類を添付いた

しておりますので、御審議の上、認定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（荒川 政義君）  石原企業管理者。 

○公営企業管理者（石原 得博君）  では、認定第１１号平成２０年度周防大島町公営企業局事業

決算の認定について補足説明を申し上げます。 

 お手元の平成２０年度周防大島町公営企業局企業会計事業決算書類１ページの決算報告書をお

開きいただきたいと思います。まず、収益的収入及び支出の決算額でありますが、収入合計

３９億３０３万４,３１７円に対しまして、２ページに支出合計が書いてありますが４１億
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２,０２７万３,２３５円の決算となりました。 

 次に３ページの資本的収入及び支出の決算額でありますが、収入合計１億９,１８２万

５,０００円に対しまして、４ページの支出合計は７億７,０９４万８１６円の決算となりました。 

 次に、財務諸表につきまして、御説明を申し上げます。 

 まず、７ページの損益計算書について御説明申し上げます。これは、平成２０年度の経営状況

をあらわすものでございますが、医業収支では８億５,１１３万４,２２８円の医業損失となり、

医業外収支では５億９,７７８万８,８５７円の医業外利益となりました。医業収支と医業外収支

とをあわせた当年度純利益は２億５,３３４万５,３７１円の赤字となりました。 

 次に９ページの剰余金計算書でありますが、利益剰余金の部では、１９年度の欠損金５,９１０万

３,２０７円を、利益積立金を取り崩して処理し、利益積立金の残額が６億４,９８６万

２,０３１円となっております。 

 １０ページの資本剰余金の部では、東和病院の医療機器整備に対する国庫補助金２６２万

５,０００円を計上しております。 

 次に１２ページの欠損金処理計算書について御説明申し上げます。平成２０年度欠損金を利益

積立金から繰り入れし、補てんしております。 

 次に１４ページの貸借対照表について御説明を申し上げます。これは、平成２１年３月３１日

時点の財政状態をあらわしており、１５ページの資産合計は、１８１億４,４８８万６,９７５円、

負債合計は、１５億３,４２４万４,７１２円、１６ページの資本合計は、１６６億１,０６４万

２,２６３円でございます。 

 以上、概略を御説明申し上げましたが、付属資料といたしまして、１８ページ以降に事業報告

書、収益費用明細書、固定資産明細書、企業債明細書を添付しております。 

 平成２０年度は赤字決算となりましたが、監査委員の意見書にもありますように、医師不足な

ど病院事業を取り巻く環境は大変厳しくなっていますが、３病院を堅持し地域医療を守るために

も医師・看護師の充足に全力を挙げ、経営改善に努めてまいりたいと思います。 

 以上で、認定第１１号平成２０年度周防大島町公営企業局事業決算の認定についての補足説明

を終わります。 

 なお、本決算書は、地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づきまして、監査委員の審査に

付してその意見書を別冊に添付しておりますので、御審議の上、御認定を賜りますようお願い申

し上げます。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  それでは、認定第１２号柳井地区広域事務組合一般会計歳入歳出決
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算認定の補足説明について申し上げます。 

 当組合は、平成４年に柳井地域１市７町で設立し、広域市町村圏計画の策定及び事業の実施に

ついての連絡調整等を行ってまいりましたが、国の広域行政圏施策の廃止に伴い、平成２１年

３月３１日をもって解散いたしました。したがいまして、地方自治法施行令第５条第３項の規定

に基づきまして、監査委員の決算審査意見書を付し議会の認定をお願いするものであります。 

 それでは、別冊の平成２０年度柳井地区広域事務組合歳入歳出決算書をお願いいたします。ま

ず、１ページでございます。歳入決算額は、８３０万７３３円でございます。 

 ２ページをお願いいたします。歳出決算額につきましては、総額８３０万７３３円でございま

して、この結果、歳入歳出差引残額は０円となっております。 

 それでは、３ページからの事項別明細書で概要を説明いたします。歳入でございますが、主な

ものといたしましては、構成の１市３町からの負担金５８９万３,７０９円及び前年度からの繰

越金２３４万９,１１４円でございます。 

 ５ページをお願いいたします。歳出でございますが、議会費は、８万７,７５２円となってお

ります。 

 続いて、６ページをお願いいたします。一般管理費は、主に人件費、負担金等の経常経費でご

ざいますが、８１１万７４８円となっております。 

 ７ページをお願いいたします。地域活性化対策費については歳出がなく、予算現額９万

９,０００円がそのまま不用額となっております。サザンセト活性化推進協議会の開催等を計画

しておりましたが、開催目的であります県のサザンセトサンシャインリゾート構想につきまして、

廃止を含めた見直し計画があり、この作業が遅れていることもありまして、開催を見合わせたも

のでございます。 

 続いて、８ページをお願いいたします。教育費でございますが、教育委員会費及び視聴覚管理

費の消耗品等で合計１０万２,２３３円となっております。 

 ９ページをお願いいたします。予備費につきましては、充用はございません。 

 以上が、一般会計の決算概要でございます。 

 引き続いて、認定第１３号平成２０年度柳井地区広域事務組合特別会計ふるさと振興事業歳入

歳出決算の認定について補足説明申し上げます。 

 それでは１０ページをお願いいたします。特別会計の歳入決算額は、３８３万３,１３５円で

ございます。 

 １１ページをお願いいたします。特別会計の歳出決算額につきましては、３８３万３,１３５円

で、歳入歳出差引残額は０円となっております。 

 １２ページの事項別明細書をお願いいたします。歳入でございますが、主なものは、ふるさと
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振興基金の利子３０８万６,５６１円及びふるさと振興基金からの繰入金７４万６,５６５円でご

ざいます。 

 １４ページをお願いいたします。歳出でございますが、目別の内訳として、ふるさと振興事業

費は、観光ガイドの印刷、観光宣伝隊の派遣、ふるさと振興基金の利子の積立金等で合計

３８３万２,１１５円となっております。視聴覚振興費につきましては、貸出ビデオの遠隔地へ

の片道送料で１,０２０円となっております。 

 以上が、特別会計ふるさと振興事業歳入歳出決算についての概要でございます。 

 １５ページをお願いします。１５ページは実質収支に関するものでございます。一般会計及び

特別会計は、ともに歳入歳出差引額及び翌年度へ繰り越すべき財源はなく、実質収支額はいずれ

も０円となっております。 

 次に、１６ページをお願いいたします。財産に関する調書でございます。物品については年度

中の増減はなく、自動車１台を保有しております。なお、この自動車につきましては、組合解散

後周防大島町が受け入れをしております。 

 基金につきましては、一般会計で組合に派遣されている職員の退職手当基金として４７万

４,０００円の積み立てをしており、年度末残高は７０５万９,０００円となっております。 

 特別会計では、ふるさと振興基金として決算年度中に２３４万ほど増加いたしまして、年度末

残高は５億５３５万８,０００円となっております。なお、この年度末残高５億円余りにつきま

しては、出資比率によりまして構成市町で配分しております。 

 以上で、認定第１２号及び第１３号の柳井地区広域事務組合歳入歳出決算についての概要説明

を終わります。何とぞ慎重なる御審議の上、御認定をいただきますようよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午前10時40分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時50分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑は議案ごとに行います。 

 なお、議員各位にお願いでございますが、認定案件については、後ほど所管委員会への付託審

査をお諮りし、委員会にて詳細なる審議を願う予定としておりますので、ここでは総括的、大綱

的な質疑を行っていただきたいと思います。 

 認定第１号平成２０年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の認定について質疑に入ります。一

般会計歳入歳出につきましては、歳入と歳出を分けて質疑を行います。 
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 まず、歳入について質疑を行います。なお、財産に関する質疑もここでお願いをいたします。

質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  まず、歳入について質疑をします。主要な施策の成果を説明する

書類、これに基づいて質疑をしたいというふうに思いますのでよろしくお願いいたします。 

 今回、地方交付税のうち普通交付税が対前年２億円余りふえておりますが、実際的には、１７、

１８、１９年と大幅にカットされた流れから一定程度歯どめがついたというのが、決算の交付税

の特徴ではなかろうかというふうに考えます。その点で、１点は、やっぱり交付税の基礎となる

数値、金額です。基準財政需要額並びに収入額、これについて報告をお願いしたいというふうに

思います。 

 それとあわせてもう１点は、普通交付税のうち、財政当局としてつかめる範囲で、この中で特

定目的分に充てがわれた部分、これの報告を求めたいというふうに思います。 

 それと、町税または負担金等で、先ほどあわせて報告されたんで聞き取りにくかったんですが、

不納欠損部分について、大体９００万ぐらいあろうというふうに思いますが、人数、件数を、こ

れは当然５年前分だというふうに思いますが、報告をお願いしたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  普通交付税に関する御質問ございましたので、御報告いたします。 

 まず、交付税に関する決定の要素ですけれども、基準財政需要額が８８億２,２５２万

１,０００円、それから基準財政収入額が１５億７,３０７万２,０００円となっております。 

 それから、交付税に関する特定目的分という御質問でございますけれども、まず例年お答えし

てます公営企業局への繰り出し分、病床割なり、看護師養成所分、それから企業債の償還分、こ

ういったものを合わせまして、公営企業局分として３億９,８７７万４,０００円が措置されてお

るというふうに見ております。 

 それから、起債の償還分、これが１５億６,３１４万８,０００円というふうに見込んでおりま

す。 

 あと昨年から地方財政対策費というのが出てきました。これで約２億円の増になっておるわけ

ですけども、これが２億４０４万８,０００円というふうに見込んでおります。 

 それから、例年お答えしておりました国保分につきましては、後期高齢等との関係もございま

して、今幾ら措置されておるのかちょっとお答えできない状況でございます。 

○議長（荒川 政義君）  橋本税務課長。 

○税務課長（橋本 澄夫君）  不納欠損につきましては、成果の６３ページでございますけれども、

それぞれの税につきまして不納欠損額が中間の当たりに出ております。金額と人数ということで、
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一般分につきましては９２７万６,２２０円、３１５人と、国保税につきましては同様に

８０３万９,３００円、１７０人となっております。 

 なお、不納欠損につきましては、５年時効経過、滞納処分後３年、即停止という３種類となっ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  まず、１点が、いわゆる経常経費の減から質疑をしたいというふ

うに思います。 

 主なものが人件費の減というふうに見込まれます。実際的に人件費の減が大体２億円余りとい

うふうに見ておると思うんですが、そのうちほとんどが町職員の減と議会議員、１１月以降です

か、その減ということになってるというふうに思いますが、それぞれ内訳を、いわゆる職員約

２０人分ぐらいではなかろうかというふうに思いますが、これもわかっている範囲で、その年度

に議員分の減額分が幾ら、そして職員分、これの減額分が幾らという組み立てが報告できれば、

報告を求めたいというふうに思います。 

 質疑の２件目、まず１件が各指定管理にかかわる部分についてお願いしたいというふうに思い

ます。公募で行う指定管理、これが７件あまりあったのではないかというふうに思います。この

件ではそれぞれ所管委員会が違うと思います。教育委員会関係が２件ですか、そしてそのほかい

ろいろありますから、それぞれの所管委員会で答弁をお願いしたい。といいますのが、指定管理

で通年で１年間というのは初めてな状況です。そういう中で実際的な支出、支出は当然指定管理

料とそのほか借地料という出方がしてあろうかと思います、施設については。それぞれそういう

格好で、例えば納付額がある団体、そしてまたそれが発生せずに指定管理料として出す場合、い

ろいろとあると思います、その建物ごとに。それの中身が大体、聞いておりますと７件の公募に

よる指定管理、これがあるというふうになっておりますんで、それぞれ状況を報告願いたいとい

うふうに思います。よろしくお願いいたします。（「６件」と呼ぶ者あり）私の勘違いのようで、

６件だそうです。後から答弁聞きよったら、どの部分が違うかわかりますので、答弁を求めたい

というふうに思います。 

 それとあわせて実は商工観光、これは所管は商工観光のほうになるかもわかりませんが、いわ

ゆる商工会、これ成果を説明する書類の中に、予算上の状況、町の状況が示されております、こ

の資料の中で。実際的に会員等がどういう動向なのかというのを報告していただきたい。毎年一

定の金額を負担しながら、商工会の役割がずんずん否定されるような状況があったらいけないの

で、ぜひ会員の動向を商工会のほうでは質疑をしておきたいというふうに思います。 

 あわせて観光協会のほうも、実質的な会員等も報告をお願いしたいというふうに思います。 
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 以上であります。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  性質別の歳出の人件費の減の要素といいますか、２０年度と１９年

度比較して２億３９３万３,０００円の減というふうにお示ししておりますが、これの増減の主

な要因ですけど、まず議員さんがおっしゃったとおり議員報酬、これが議員の定数減に伴いまし

て、約４４０万円の減となっております。 

 それから、職員給与の関係ですけれども、これは職員の給料等々で特別職と一般職あわせまし

て１億７,０００万円ばかり、それから共済費、これが２,０００万円、それから退職手当組合へ

の負担金が３,６００万円の減でございます。逆に委員報酬、これは昨年選挙等がたくさんあり

ましたんで、その委員報酬等が７００万円ばかり増になっておりまして、それを差し引きいたし

まして総額で２億３９３万３,０００円の減ということでございます。 

○議長（荒川 政義君）  村田教育次長。 

○教育次長（村田 雅典君）  指定管理の関係につきまして御質問ございました。 

 教育委員会の所管につきましては、日本ハワイ移民資料館と八幡生涯学習村等々の施設でござ

いまして、２つでございます。それぞれの施設の、いわゆる入館者等につきましては、主要な施

策の成果を説明する書類、１６８ページにそれぞれ記載してございます。 

 なお、予算関係でございますが、ハワイ移民資料館につきましては、委託料のほかに、いわゆ

る土地の借地料、これが入っておりまして、総額２５５万７,０００円ばかりでございます。 

 それから、八幡生涯学習村の管理につきましても、借地料が１３万円ばかり入っておりまして、

総額委託料と含めまして１,３１３万円が２０年度の支出ということになっております。 

○議長（荒川 政義君）  平田産業建設部長。 

○産業建設部長（平田 好男君）  初めに指定管理の関係でございますが、納付額をいただいてい

るのが道の駅と竜崎温泉、それと指定管理料を支払っておりますのが、長浦と片添、陸奥の３施

設でございます。 

 それと商工会と観光協会の会員数でございますが、２１年３月３１日現在で、商工会が

６５４名、それと観光協会が正会員が３２名、賛助会員が６９名でございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑、広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  歳出の部分としては、建物ごとに一体幾ら、先ほど教育委員会が

答弁されたように、指定管理料以外として土地代を払っているという報告がありました。それで

あわせて、答弁のときに、それぞれの建物に対して指定管理料以外で例えば支払った金額、建物

ごとに支払った金額がそれぞれあるんじゃなかろうかというふうに思います。積算してなかった

ら、それは答弁しようがないんですが、積算しておれば答弁の中に含めていただきたい。実際的
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な支出はされておると思うんで、されておる場合はきちっと答弁をお願いしたいというふうに思

います。 

 それともう１件再質問の中で行っておきたいのが、今朝ほど来、前年度決算にかかわる部分で、

実は竜崎温泉に対していろいろ調査をし、調査した結果が、私たち議会の側は全員一致で２０年

度、１９年度部分は除けても結構ですから、２０年度部分については協定違反ということで確認

したところです、これは本会議で。それで、いや、そうじゃないんじゃというのが昨日からきょ

うにかけて行動がありました。 

 ですから、２０年度の状況についてどういう取り扱いを行ったのか、例えば２０年度仕事をす

る中で協定違反ということで、執行部の皆さん方は是正を求めたり、いろんなことをしたという

ふうに思います。これは決算ですから、２０年度分についてやっぱりその点の報告を、まず求め

たいというふうに思います。よろしくお願いいたしたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  平田産業建設部長。 

○産業建設部長（平田 好男君）  まず、納付額でございますが、道の駅が２０５万円、竜崎温泉

が４００万円の納付額でございます。 

 それと指定管理料でございますが、長浦が１,６１７万円、それと片添と陸奥は後ほどお答え

いたします。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午前11時11分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時15分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 平田産業建設部長。 

○産業建設部長（平田 好男君）  指定管理料を申し上げます。陸奥記念館が４２０万円、片添公

園が４００万円でございます。 

 それと２０年度にどのように竜崎温泉に指導したかということでございますが、指導回数が

６回、それと勧告が１回の計７回でございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  各議員、きのうからきょうのニュースを見て、議会が決めたこと

を全面的に翻す方向で対応すると。個人の権利としては当然裁判をする権利があります。それは

自分たちの営業と暮らしを守るという立場から、当然権利としてあります。しかし、議会が既に、

議会全体で議決したことを大もとから揺るがす出来事については、今は既に特別委員会ありませ

んから、やっぱりこの点では一定の集中審議も必要かというふうに私は考えております。ぜひ、
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議長において取り計らいをお願いしたい。 

 最後になりますが、それじゃ竜崎温泉について１年間何人利用しよるかというのが不明です。

成果報告書を見ると前年度の６月から１０カ月分と１年間分という格好で報告しております。 

 それで、実際的にその年度分が、他の施設はそれぞれがいわゆる報告書、他の施設と思われる

報告がされておりますが、実際的にそれを見ると、いや、あくまで１年１０カ月分よという但し

書きがあるので、その分はちょっと報告を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  平田産業建設部長。 

○産業建設部長（平田 好男君）  ２０年度の竜崎温泉の利用者数でございますが、１０万

８,４６５人でございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑を終結します。 

 認定第２号平成２０年度周防大島町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第３号平成２０年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第４号平成２０年度周防大島町老人保健事業特別会計歳入歳出決算の認定について、質疑

はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第５号平成２０年度周防大島町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、質疑

はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第６号平成２０年度周防大島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、質疑

はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 
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 認定第７号平成２０年度周防大島町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、質疑は

ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第８号平成２０度周防大島町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、質

疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第９号平成２０年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第１０号平成２０年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定について、質疑は

ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第１１号平成２０年度周防大島町公営企業局企業会計事業決算の認定について、質疑はご

ざいませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第１２号平成２０年度柳井地区広域事務組合一般会計歳入歳出決算の認定について、質疑

はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第１３号平成２０年度柳井地区広域事務組合特別会計ふるさと振興事業歳入歳出決算の認

定について、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 お諮りいたします。決算認定の質疑が終結しましたので、認定第１号平成２０年度周防大島町

一般会計歳入歳出決算の認定についてから認定第１３号平成２０年度柳井地区広域事務組合特別

会計ふるさと振興事業歳入歳出決算の認定についてまでの１３議案を、本日配布しております議

案付託表により、所管の常任委員会へ付託することとしたいと思います。御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、認定第１号平成２０年度周防大島町一般

会計歳入歳出決算の認定についてから認定第１３号平成２０年度柳井地区広域事務組合特別会計

ふるさと振興事業歳入歳出決算の認定についてまでの１３議案を、本日配布しております議案付

託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．議案第１号 

○議長（荒川 政義君）  日程第１８、議案第１号平成２１年度周防大島町一般会計補正予算（第

３号）を上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  それでは、議案第１号平成２１年度周防大島町一般会計補正予算

（第３号）につきまして補足説明をいたします。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８億８,５７８万

２,０００円を追加し、予算の総額を１６１億４５０万５,０００円とし、第２条により地方債の

補正を行うものであります。 

 その概要につきまして、事項別明細書により御説明いたします。 

 まず、歳入につきまして、事項別明細書の１１ページをお願いいたします。 

 ８款地方特例交付金１項地方特例交付金２項特別交付金は、交付決定に伴う追加計上でありま

す。 

 ９款地方交付税は、普通交付税の交付額が７５億３,１１６万４,０００円と決定されましたの

で、４億６,１１６万４,０００円を追加するとともに、昨年まで特別交付税で措置されておりま

した救急病院分が普通交付税で措置されましたので、当初予算で計上していた救急病院分の特別

交付税を減額するものであります。 

 １２ページの１３款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費国庫補助金は、地域活性化経済危機

対策臨時交付金を５,７８０万円追加し、地域活性化公共投資臨時交付金を新規に４,６００万円

計上いたしました。それぞれの交付金の充当事業は、参考資料として配布しております補正予算

案の概要のとおりであります。 

 ２目民生費国庫補助金は、子育て応援特別手当の支給に要する交付金の計上であります。 

 ５目土木費国庫補助金は、公営住宅の下水道接続にかかる補助金として５８５万円を計上いた

しました。 

 ６目教育費国庫補助金は、町内４中学校に太陽光発電設備設置に充当する安全安心な学校づく



- 29 - 

り交付金を４,５６０万円計上いたしました。 

 １４款県支出金２項県補助金２目民生費県補助金は、児童クラブ事業にかかる補助金の調整及

び子育て支援特別対策事業補助金４５０万円の新規計上であります。国の経済危機対策により県

で基金造成を行い、子育て支援にかかる事業に対し、２１、２２年度の２カ年で１,０００万円

が本町に交付される予定であります。本年度は、グリーンステイながうらに遊具を設置する予定

であります。 

 ３目衛生費県補助金も、国の経済危機対策により県で基金造成を行い、県内市町に交付される

市町有施設省エネ改修支援事業補助金の新規計上であります。グリーンステイながうら潮風呂保

養館の給湯設備及び照明設備の省エネ改修に充当するものであります。 

 ４目農林水産業費県補助金は、交付決定に伴う補助金の調整でありますが、森林整備地域活性

化支援事業補助金は、経済危機対策に対応するものであります。 

 ５目商工費県補助金は、緊急雇用創出事業臨時特例基金補助金の追加計上と消費者庁が９月

１日に発足したことに伴い、地方消費者行政活性化事業補助金の新規計上であります。 

 １３ページの１７款繰入金１項基金繰入金は、財政調整基金の繰入金を３億３６８万４,０００円

減額して、財源調整であります。 

 １８款繰越金は、前年度からの繰越金を３億４,３９１万５,０００円追加いたしました。 

 ２０款町債は、利率５％から６％未満の公的資金にかかる補償金免除の繰り上げ償還の財源と

するための借換債の新規計上、事業費追加による過疎対策事業債の追加計上、臨時財政対策債の

借入額決定に伴う減額及び教育債において太陽光発電設備設置に充当する補正予算債の新規計上

であります。 

 続きまして、歳出の主なものについて御説明いたします。 

 １５ページをお願いいたします。 

 ２款総務費１項総務管理費５目財産管理費では、財産管理一般経費におきまして指定管理施設

等町有財産の緊急修繕費５００万円、備品購入費１００万円を追加計上いたしました。基金管理

経費は、地方財政法第７条第１項の規定に基づき、平成２０年度の決算剰余金の約２分の１に当

たる１億８,０００万円を財政調整基金に積み立てるものであります。７目支所及び出張所費は、

各支所経費に賃金、消耗品費、工事請負費、工事原材料費、小規模施設整備事業費補助金を合わ

せて１,１８１万３,０００円追加し、住民要望に迅速に対応しようとするものであります。 

 １７ページの２項徴税費は、確定申告受付時における税務署のシステム変更に対応するための

システム改修、及び両面印刷可能なページプリンターを購入するものであります。 

 ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費は、福祉医療費の資格管理を国保連合会で一括

して行うこととなりましたので、これに要するシステム改修経費の計上であります。 
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 ５目介護保険対策費は、平成２０年度補助金の精算還付金６万円の計上であります。 

 ２項児童福祉費１目児童福祉総務費の児童福祉総務一般経費は、３５万円の追加計上でありま

す。岩国米軍基地モーターサイクルクラブが、片添ケ浜海浜公園オートキャンプ場においてバイ

クイベントを開催し、毎年、その収益金が本町及び岩国市に寄附されております。その寄附金の

使途につきまして、子育て支援に資する事業を行いたい旨を先方にお伝えし、検討をしてまいり

ました。その結果、本年度から開始いたしました読み聞かせサポート事業の充実及び効果的な実

施を目的に、お話し会の開催、本にかかわる講座を開催することとし、所要の経費を計上いたし

ました。 

 １８ページの児童福祉事業は、児童クラブ事業の補助要綱の改正に伴う財源調整と、障害児受

け入れ中止による減額補正であります。子育て応援特別手当経費は、１,０５３万５,０００円の

計上であります。経済危機対策を受け、本年度は小学校就学前３年の子供全員に３万６,０００円

を支給するものであり、町内で２６０名を予定しております。 

 １９ページの３目保育所費は、人事異動及び障害児の受け入れに伴い、久美保育所の賃金を追

加計上するものであります。 

 ４款衛生費２項清掃費は、情島衛生センターの循環ポンプ修理のための修繕費の計上でありま

す。 

 ５款農林水産業費１項農業費３目農業振興費は、担い手育成総合支援協議会への交付金のうち、

県交付金が町を経由せず、直接協議会へ交付されることになりましたので、減額補正を行うもの

であります。５目農地費は、農村公園の漏水に伴う光熱水費等の追加であります。 

 ２０ページの２項林業費２目林業振興費は、森林整備地域活動支援交付金を４２０万円追加し、

森林等の荒廃状況調査等を実施するものであります。経済危機対策による追加補正であり、

１００％国庫負担で行うものであります。３項水産業費２目水産業振興費は、地域活性化・経済

危機対策臨時交付金を活用し、漁協が実施する情島地区の燃油施設及び浮島地区の冷凍保管庫整

備を支援するものであります。 

 ２１ページの４目漁港建設費は、港整備交付金事業における志佐地区の事業費増に伴う追加補

正であります。 

 ６款商工費１項商工費１目商工総務費は、緊急雇用創出事業による賃金の追加計上及び９月

１日に消費者庁が発足したことに伴い、地方消費者行政の啓発を行うためのパンフレット等の作

成経費を計上するものであります。 

 ２目商工振興事業費は、ウインドパークの老朽化に伴う給湯設備の交換、竜崎温泉の空調室外

機の移設を行うための工事請負費を計上いたしました。 

 ２２ページの長浦スポーツ滞在型施設管理運営経費では、市町有施設省エネ改修支援事業補助
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金及び地域活性化・経済危機対策臨時交付金を活用し、潮風呂保養館の給湯設備及び照明設備の

省エネ改修を行うとともに、子育て支援特別対策事業補助金をもって備品購入費に４５０万円計

上し、遊具の設置をするものであります。 

 ３目観光費は、観光客誘致促進事業補助金として３００万円を計上いたしました。交流人口の

増大を目的に、農漁業、アウトドアなどの体験プログラムを割引価格で提供するとともに、宿泊

者には抽選で地元産品等をプレゼントするなど、体験交流型観光の推進を図るものであります。 

 ７款土木費２項道路橋りょう費１目道路橋りょう維持費は、町道大東線ほかの維持工事及び

７月の大雨にかかる災害関連工事と、これらの工事に関連した測量費、並びに用地購入費を計上

しております。 

 ２３ページの２目道路新設改良費は、町道上浜線新設改良工事にかかる家屋調査費及び工事請

負費を追加するとともに、地域活性化・経済危機対策臨時交付金により、吉井地区及び志佐地区

の集落道の改良工事を行う予定であります。 

 ３項河川費２目河川建設費は、５３０万円を追加計上し、大素川ほかの河川改修を行うもので

あります。 

 ２４ページの６項住宅費１目住宅管理費では、空家のクリーニング等に要する修繕費を追加す

るとともに、おれんじヒルズの浄化槽を撤去し、下水道へ接続を行うものであります。地域活性

化・公共投資交付金を活用するものであります。 

 ８款消防費１項消防費４目災害対策費では、工事請負費に１５４万２,０００円を計上し、避

難場所を表示する看板を１２カ所に設置するものであります。 

 ９款教育費１項教育総務費２目事務局費は、新型インフルエンザ対策として各学校へ消毒液及

び非接触型体温計を配布することといたしました。また、児童生徒が本に触れ合う機会を増やし

読書活動を推進するために、学校図書充実に要する備品購入費及び教職員の研修補助金を計上い

たしました。 

 ２項小学校費１目学校管理費は、各小学校の修繕費を追加いたしました。また、久賀小学校の

校舎及び体育館の耐震２次診断の結果を受け、現在、耐震補強計画を策定中でありますが、この

たび実施設計の委託料を計上いたしました。１２月補正において工事請負費を計上する予定であ

ります。工事請負費１２０万円の補正は、沖浦小学校屋内運動場の雨漏り補修工事を行うもので

あります。 

 ２６ページの３項中学校費１目学校管理費の中学校管理事務局経費は、町内各中学校の修繕費

を追加しております。また、久賀、大島、安下庄の各中学校に、ＣＯ２削減、省エネ環境教育へ

の活用等を目的に太陽光発電設備を設置することとし、所要の経費を計上いたしました。財源は、

安全安心な学校づくり交付金、地域活性化・公共投資交付金補正予算債であります。東和中学校



- 32 - 

改築事業経費におきましても、太陽光発電設備の設置に要する経費を計上するとともに、竣工式

にかかる経費の追加計上、工事請負費として計上していたカーテン等の備品購入費への組み替え

を行っております。 

 ２７ページの４項社会教育費２目公民館費は、消防設備点検の指摘による椋野公民館の修繕費

の計上であります。 

 ５目社会教育施設費につきましては、東和総合センターの時計修理、橘総合センターの舞台装

置、駐車場排水ポンプ等の修繕費、八幡生涯学習村の駐車場改修工事費、陶芸の館の陶芸窯の修

繕費をそれぞれ計上いたしました。 

 ２８ページの５項保健体育費２目体育施設管理費では、健康管理センター玄関の補修経費及び

他県で発生したバスケットゴールでの人身事故を受けて、総合体育館の機具の点検委託料を計上

しております。 

 １１款公債費は、借入利率が５％以上６％未満の公的資金の繰り上げ償還に要する償還金２億

３,７２７万８,０００円を追加するものであります。 

 １２款諸支出金は、特別会計の補正予算へ対応した繰出金の調整でありますが、公営企業局企

業会計への繰出金は、普通交付税の決定に伴う増額補正であります。 

 以上が議案第１号平成２１年度周防大島町一般会計補正予算（第３号）についての概要でござ

いますが、経済危機対策に対応した事業を取りまとめた参考資料をお手元にお届けしております

ので、あわせて御高覧いただきたいと思います。何とぞ慎重御審議の上、御議決いただきますよ

うお願い申し上げ、補足説明を終わらせていただきます。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はありません

か。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  歳入のほうから質疑をしたいというふうに思いますが、まず、地

方交付税のほうから聞きたいというふうに思いますが、今回、先ほど、補足説明があったように、

実際的には今まで特交で見ていた部分を普通交付税で見ると、これはどういう意味かということ

で報告がありました。それで実際的に、今回も、前年度とことしと一応普通交付税が伸びるだろ

うということで、当初から見ておられたというふうに思います。 

 この中で、地方交付税のうち普通交付税分が８１億５,５００万のうちの幾ら、特別交付税が

確定後、この補正後に、特交分の残高が幾らという中身を報告していただきたいというふうに思

います。 

 それとあわせて、今年度の特徴が、私たちから言えば当然だと思いますが、病院分にかかわる

分として、実際的に赤字病院補てん分見直しが交付税の中で言われております。 

 それで、財政当局は、実際的には特交分なので、まだ未決定ということでたびたび言われてお



- 33 - 

りますが、今の状況についてちょっと報告を求めたい、赤字病院補てん分について、見通しにつ

いて。一応、情報として流れておれば、当然、ある意味決まったもんだろうというふうに思いま

すので、その分について聞いておきたいというふうに思います。 

 それともう一点が、各起債について聞いておきます。 

 今回、繰り上げ償還のための実際的には２億５,０００万余り繰り上げ償還に、そのために新

たな借り入れを行いますよというのが１つの特徴です。それで、その５％以上の借りかえ、それ

に伴う町の財政上の負担減は、どの程度見ておるかという点で聞いておきたいというふうに思い

ます。 

 次に、歳出について質疑を行います。 

 ７番、総務の支所及び出張所費であります。 

 今回、工事請負費が３００万増加されております。これ、まあ御承知のように、議員各位が要

望してきたことなんですが、単独で当たる場合、要件があるのかどうなのか、要件。いわゆる早

い者順というのか、要件がきちっと整った分が対応できるというのか、明確にしておきたいとい

うふうに思います。 

 いうのが、それぞれ小規模なり工事請負費なり、実際的にはそれぞれ補正を組んだとしても、

住民に正しく伝わっていないと、ふえたことが実感できないという状況がありますので、率直な

答弁を求めておきたいというふうに思います。 

 次に、児童福祉事業について聞きます。１８ページです。 

 児童福祉事業については、全体事業が減額であるが、これは数字上のことであって、障害児教

育分が減った部分があるので、実質的には増ではないかということも一部言われております。 

 その中で、各児童クラブごとの数字は当然、補正後の状況はとらえておるというふうに思われ

ますので、児童クラブ事業箇所ごとの実際の補正後の総額という格好で答弁を求めておきたいと

いうふうに思います。 

 次に、商工関係で１件聞いておきたいというふうに思います。２２ページですが、一般財源部

分を１００万と国県補助分２００万ということで３００万を財源に、観光客誘致促進事業補助と

いう格好で体験交流等の拡大のためということで予算計上されております。 

 そういう中で実際的な中身として、これは先ほど言いよるとおりいろんな方面で使えるような

ことがあるので、その使途について答弁を求めておきたい。 

 また、これは一括して観光協会に補助しようとするものか、そこで実際的にその仕事をするの

か、それとも町が、町自身が、いわゆる町の観光課としてきちっとした指示体系を出して行うの

か、その点はちょっと明確にしちょきたいというふうに思います。 

 次に、２３ページ、防犯無線ですが、今年度終了と、上浜線は最終年度ととらえておってよい
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のか。 

 先ほど聞いておると、３カ所で今回の補正があるということで報告がありましたが、上浜線の

実際、最終年度と思うちょるんですが、実際的に補正額はこの線では幾らになるのか、わかれば

概算でいいですけども報告を願いたいというふうに思います。 

 あと２５ページ、今度、教育委員会の事務局費の中でプリンターを購入、これ、間違っとった

ら訂正しながら答弁をしていただきたいんですが、実際に備品購入として３８１万組んでおりま

すが、これは事務局へ実際的にこの高額のプリンター買うということは１台なのか。それとも何

台なのか、明確にちょっと答弁、かなり高額ですから答弁を求めておきたいというふうに思いま

す。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  支所、出張所費の工事請負費とか、または原材料、または小規模の結構

組まさせていただいておりますが、それについてその優先順位とかどうなのかということでござ

いますが、新年度の当初予算のときに申し上げましたが、小規模な生活に密着した生活道等、水

路とかそういうものを含めまして、その整備につきましては、できるだけ要望に対応してまいり

たいということでございまして、今年度、いろいろ経済対策等も出ておりますので、そうしたこ

との中で財政的には少しでも余剰を来しまして、生活に密着した維持管理補修費について十分な

予算をつけたいということでございます。 

 それで、各総合支所は、要望があったものについては、できるだけくみ上げているということ

でございます。 

○議長（荒川 政義君）  嶋元大島総合支所長。 

○大島総合支所長（嶋元 則昭君）  それでは、今の支所の件についてお答えいたします。 

 今まで既に５７件の要望が出ております。そして、今回の補正の３００万につきましては

１６件を予定して７３件で、要件に該当したものでございます。決して早い者勝ちというんでは

ありませんので、よろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  椎木橘総合支所長。 

○橘総合支所長（椎木 千明君）  橘総合支所の工事請負費３００万円でございますが、現在まで

に５２件実施をしておりまして、今後、２５件を予定しております。 

○議長（荒川 政義君）  田村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（田村 敏範君）  児童クラブについてお答えをいたします。 

 まず、なかよし児童クラブが１万８,０００円ふまえまして２０３万３,０００円。それから油

田元気っ子クラブが、これは３０万円ふえまして１６２万８,０００円。それから、ひまわり、



- 35 - 

明新、三蒲がおのおの４万円ずつふえまして１６５万１,０００円。それから、あと久賀児童館

も同じように４万円ふえております。 

 それから、結果として減額になっているのは、三蒲の児童クラブに当初、障害児の受け入れを

ということで１４２万１,０００円を予算計上しておりましたが、これが希望がなくなりました

ので、結果として差し引きで減額になっております。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  平田産業建設部長。 

○産業建設部長（平田 好男君）  宿泊及び体験の関係でございますが、観光協会のほうへ全額補

助するものでございます。使途につきましては、宿泊プレゼント、宿泊した方に抽選でプレゼン

トするものでございます。まず期間でございますけど、１２月から２月の３カ月間を計画してお

ります。 

 それと、宿泊プレゼント企画といたしまして、それぞれ１カ月１００本の３００本、それを大

体金額といたしましては４,０００円ぐらいを見込んでおります。それと、体験プログラム活動

につきましての補助が１,５００円、これ４００人掛けるの３カ月ということで１,２００件とし

ております。それと、そのほか宣伝広告費、それにその事務費が加わっております。それで総額

３７０万円と、今のところそういうふうな計画でございます。 

 それと、町道上浜線でございますが、これは最終年度でございます。──観光協会へ全額補助

いたします。 

○議長（荒川 政義君）  村田教育次長。 

○教育次長（村田 雅典君）  ２５ページの学校教育経費３８１万円でございますが、レーザープ

リンター購入かというお話がございました。これは、広田議員の勘違いでございまして図書購入

でございまして、学校図書整備事業ということで小学校、基本が１校当たり１２万円、児童１人

当たり３,０００円、それから中学校が基本が６万円ということで、総額３８１万、図書購入と

いうことで備品購入の経費として予算要望しております。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  交付税の関係で御質問いただきますけど、まず、企業局関係の交付

税の考え方ですけれども、まず、今回従来特別交付税で措置されておりました救急病院分、これ

が普通交付税で措置されることになりました。 

 で、これの積算の方法なんですけれども、１病院当たりまず３,２９０万円、それに救急の病

床数といいますか、この小口病床数１病床当たり１６９万７,０００円が措置されるということ

でございます。 

 それで、東和病院と橘病院が２床、それから大島病院は８床というふうになっております。こ
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れ、１９年度の決算での状況はこれでございまして、２０年度から各病院２床ずつになってまた

減額になりますけれども、これとあわせて救急病院分として１億１,９００万ばかりが普通交付

税で措置されることになる。 

 ですから、逆に特別交付税で、ことしの当初予算で想定しておりましたのは、１病院当たり

２,５３０万ということで、トータルで７,５９０万円を特別交付税で措置されると見込んでおり

ましたが、それが減額という措置を今回の補正で行っておるということでございます。 

 それともう一点、不採算病院分についての御質問ございましたけれども、これ、確かに当初で

は昨年並みの予算で計上しております。で、その後の状況なんですけれども、まず、各３病院が

それぞれこの不採算病院が１種、２種というふうに分かれるようになっておりますけど、これは

いずれも２種といいますか、のほうになるというふうに聞いておりますけども、まず、それで

１病床当たり幾らで措置されるかがまだ決定しておりませんのと、もう一点は、東和病院ですけ

れども、１００床を超えた部分が１５０床までの間で低減措置があるんですけれども、徐々に減

ってくるというんですけれども、その減額の方法がまだ見えておりません。 

 ですから、幾ら措置されるかが不明ですので、このたびの補正等に、特に特別交付税ですから

年度末にならないとわからないんですけれども、まだ、状況がわからないので、予算措置はして

いないということでございます。 

 それともう一点は、繰り上げ償還の町の影響ということですが、今回、２億３,０００万ばか

り一般会計で繰り上げ償還を行いますけれども、車の借り入れリースがまだ、逆に借換債の幾ら

で借り入れられるかがわかりませんけども、今現在で１.５％程度で借りかえができたといたし

ますと、その利息等で約３,２００万円ばかり町のほうに財政的なメリットはあるというふうに

見込んでおります。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  もう１回、県は５月までは一応、基金の状況については報告があ

ります。それで、実際的には３月以降の動きになるというふうに思いますが、まあ５月以降にな

るかもわかりませんが、その間、財政調整基金の取り崩しで国の事業の一部財源に当たっとる分

がありますので、それと、今回の補正がありますので、この補正後の基金状況について、実際的

な残高について、やっぱりちょっと予想以上のテンポでふえよる可能性があるので、明確に聞い

ちょきたいというふうに思います。答弁を求めたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  財政調整基金の残高の質問でございますけれども、このたびの認定

をお願いしております２０年度決算を踏まえての状況でございますけれども、このたびの財政調

整取り崩しの減額、あるいは積み立て等を踏まえまして、今回で１５億７,４３６万７,０００円
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と見込んでおります。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。魚原議員。 

○議員（６番 魚原 満晴君）  １点だけお伺いいたします。 

 ページ数は２１ページの６款商工費２目の商工業振興費の竜崎温泉の室外機ですよね、これ

２８２万５,０００円、これ、室外機１台ですか、何台ですか、お尋ねいたします。 

○議長（荒川 政義君）  平田産業建設部長。 

○産業建設部長（平田 好男君）  台数はちょっと確認ができませんけれども、一連して数台ある

ようでございます。これは固まってあるもんですから、それをつってほかの場所に移転するとい

うことになります。 

○議員（６番 魚原 満晴君）  いいです。 

○議長（荒川 政義君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑を終結します。 

 討論、採決は会期中の次の本会議といたします。 

 暫時休憩をいたします。再開は１時からよろしくお願いします。 

午後０時00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．議案第２号 

日程第２０．議案第３号 

日程第２１．議案第４号 

日程第２２．議案第５号 

日程第２３．議案第６号 

日程第２４．議案第７号 

日程第２５．議案第８号 

日程第２６．議案第９号 

日程第２７．議案第１０号 

○議長（荒川 政義君）  日程第１９、議案第２号平成２１年度周防大島町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）から、日程第２７、議案第１０号平成２１年度周防大島町渡船事業特別

会計補正予算（第１号）までの９議案を一括上程し、これを議題とします。 
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 補足説明を求めます。田村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（田村 敏範君）  それでは、私のほうからは、議案第２号から５号までの補足説

明をさせていただきます。 

 まず、議案第２号、３１ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、交付金、それから拠出金等の概算額の確定に伴う財源調整、及び平成２０年度

決算に伴う精算が主なものであります。 

 それでは、議案第２号平成２１年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

につきまして御説明をいたします。 

 ３１ページの本文で、既定の歳入歳出予算の総額に５,９４０万２,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ３３億２,４８６万円とするものです。 

 事項別明細書の３９ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明をいたします。 

 ３款１項１目の療養給付費負担金は、歳出の老人保健医療費拠出金、それから介護納付金、後

期高齢者支援金の一般分が減額になったことに伴い、１,５０７万７,０００円を減額いたします。 

 それから２項１目の財政調整交付金のうち特別財政調整交付金は、前期高齢者交付金の導入に

より、２０年度までに結核・精神に対する交付金が減額になりましたが、当初予算編成時までに

これが確定していなかったため、今回平成２１年度の交付金を推計し、３,６２７万６,０００円

を減額いたします。 

 ２目の出産育児一時金補助金につきましては、６月議会で御議決をいただきましたように

１０月１日から１件あたり４万円増額になりますので、１５人分を見込んで６０万円の６分の３、

３０万円を計上しております。 

 同じく３目の介護従事者処遇改善臨時特例交付金は、３％の報酬改定による介護保険料の引き

上げを緩和措置するもので、平成２２年度まで２年間にわたり交付されます。今年度は２０７万

円が交付の予定でございます。 

 ４款の療養給付費交付金は、老人保健医療費拠出金の減額及び平成２０年度の精算交付により

まして４９５万円の増額になります。 

 ４０ページをお願いいたします。 

 ５款の前期高齢者交付金は、概算交付額の確定により２６万１,０００円を減額。それから

９款の繰入金につきましては、出産育児一時金の町負担分として２０万円を追加いたします。 

 １０款繰越金は、前年度繰越金として繰越明許費繰越額の１３８万６,０００円を差し引いた

額、１億３４９万７,０００円を追加いたします。 

 次に、歳出を御説明いたします。４１ページです。 
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 ２款保険給付費１項の療養諸費は、財源の調整になります。 

 ４項出産育児一時金は、歳入で御説明いたしましたように、１５人分、６０万円を増額いたし

ます。 

 ２目出産育児一時金支払手数料につきましては、出産する被保険者と医療機関の契約により、

分娩費を国保連合会のほうへ請求できることになったための手数料５,０００円の計上でありま

す。 

 ３款後期高齢者支援金は、概算支出額の確定により５４万１,０００円を増額。 

 ４２ページをお願いします。 

 ４款の前期高齢者納付金は、これも同じく概算納付額の確定により１１万３,０００円を減額。 

 ５款１目の老人保健医療費拠出金は、支出額の確定により２,２１７万８,０００円を減額。

２目の老人保健事務費拠出金も、確定によりまして１１３万９,０００円を減額いたしておりま

す。 

 次に、４３ページの６款介護納付金につきましても、納付金の確定により４３万５,０００円

を減額いたします。 

 それから、９款の基金積立金につきましては、国民健康保険基金への積み立てといたしまして

５,０００万円を増額いたします。２０年度の残高と合計いたしまして１億８,１８２万円になり

ます。 

 それから、次の１０款１項１目の償還金につきましては、２０年度療養給付費等負担金の超過

交付分の返還金として４５２万４,０００円を計上いたしております。 

 ３目につきましては、高額療養費特別支給金といたしまして１０万円を計上いたしております

が、これは昨年４月に発足した後期高齢者医療制度が、７５歳の誕生日から被保険者となるわけ

でございますが、月の２日以降の誕生日の方につきましては、例えば国保と後期高齢者のように

２つの制度に加入することになります。高額療養費の自己負担限度額につきましては、各保険者

で一括単位で決めておりますが、７５歳の誕生日が２日以降の方につきましては、誕生月に限り

自己負担限度額を２分の１として計算し、各保険者が平成２０年の４月から１２月診療分までの

高額療養費を膸及して支給するもので、財源は国の特別調整交付金で措置されます。２１年の

１月診療分から法により制度化されております。 

 ４４ページをお願いいたします。 

 １２款の予備費では、２,７４９万７,０００円を増額いたしまして財源調整を行っております。 

 以上で、平成２１年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算の補足説明を終わります。 

 次に、議案第３号周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算につきまして補足説明をさ

せていただきます。 
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 今回の補正は、２０年度決算に伴う精算を行うものであります。 

 それでは、本文で既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４２万６,０００円を追加い

たしまして、総額を４億９,６９１万８,０００円とするものでございます。 

 事項別明細書の５３ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明をいたします。 

 ４款の繰越金は、４２万６,０００円を追加いたします。 

 次に、歳出でございます。５４ページをお願いいたします。 

 ２款の後期高齢者医療広域連合納付金へ４２万６,０００円を追加いたしております。平成

２０年度の保険料のうち３月末までに納付いただいた保険料につきましては、連合のほうへ支出

をいたしましたが、４月、５月の出納整理期間につきましては、保険料繰越金として計上し、精

算納付分として翌年度へ納付するようになります。これにより２０年度の会計は、実質ゼロ決算

というふうになります。 

 以上で、平成２１年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算の補足説明を終わりま

す。 

 次に、議案第４号、５５ページをお願いいたします。 

 平成２１年度周防大島町老人保健事業特別会計補正予算につきまして補足説明を行います。 

 今回の補正は、平成２０年度決算に伴う精算を行うものです。 

 まず、本文で、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５,３３１万３,０００円を追加

いたしまして、歳入歳出の総額をそれぞれ７,７４６万円とするものであります。 

 事項別明細書の６３ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明をいたします。 

 １款支払基金交付金は、過年度収入がありませんので、１,０００円それぞれ減額いたしてお

ります。 

 ２款、３款の国庫支出金、県支出金も同様に過年度収入はございませんので、それぞれ

１,０００円を減額いたしております。 

 ６４ページをお願いいたします。 

 ５款の繰越金は、前年度繰越金５,３３１万７,０００円を追加いたします。 

 次に、歳出について御説明をいたします。６５ページをお願いいたします。 

 ２款１項１目の償還金につきましては、前年度の支払基金交付金及び国庫・県医療費負担金の

超過交付分の返還金として５,３３１万３,０００円を追加いたします。これにより、平成２０年

度の会計は実質上ゼロ決算ということになります。 

 以上で、平成２１年度周防大島町老人保健事業特別会計補正予算の説明を終わります。 
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 次に、議案第５号、予算書の６７ページをお願いいたします。 

 平成２１年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算につきまして補足説明を行います。 

 今回の補正につきましては、平成２０年度決算に伴う精算が主なものになっております。 

 それでは、本文で既定の歳入歳出予算の総額に６,８７９万円を追加いたしまして、総額を

３０億８,０４９万９,０００円とするものでございます。 

 事項別明細書の７５ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明をいたします。 

 ３款２項２目の地域支援事業交付金につきましては、歳出のほうで包括的支援事業のうち生活

管理指導員派遣事業の利用者が増加いたしましたので、これに伴う国の負担分１２万８,０００円

を追加計上いたしております。 

 次の５款の県支出金につきましては、同様に県の負担分６万４,０００円を追加、それから

７款の１項２目の地域支援事業繰入金につきましては、これは町の負担分６万４,０００円を追

加、それから３目のその他の一般会計繰入金につきましては、被保険者負担分、これは財源調整

で６万２,０００円繰り入れになります。 

 次に、７６ページをお願いいたします。 

 ８款繰越金では、前年度の繰越金として６,８４７万２,０００円を増額いたします。 

 次に、歳出を御説明いたします。 

 ７７ページ、１款２項１目の賦課徴収費では、過年度分の保険料の還付金予算額を２６万

８,０００円ほど減額をいたしております。 

 ３款の基金積立金では、前年度決算に伴う介護給付費準備基金への積み立てとして１,１７８万

円を増額いたします。 

 ４款２項２目の任意事業につきましては、生活管理指導員派遣事業の利用者負担に伴い、

３１万８,０００円を増額いたしております。 

 ７８ページの６款諸支出金につきましては、前年度実績に伴う国等への返還金として５,６９６万

円を計上いたします。 

 以上で、平成２１年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算の補足説明を終わります。慎

重なる御審議の上、御議決を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（荒川 政義君）  松井環境生活部長。 

○環境生活部長（松井 秀文君）  私のほうから、議案第６号から議案第９号までについての補足

説明をいたします。 

 補正予算つづりの７９ページをお願いします。 

 まず、議案第６号平成２１年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について
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御説明いたします。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算に４,４２９万４,０００円を追加し、予算の総額をそれぞ

れ１０億３,７５１万９,０００円とするものであります。 

 ８９ページをお願いします。 

 歳入につきましては、一般会計から８７９万４,０００円を繰り入れての財源調整であります。 

 ５款町債につきましては、繰り上げ償還に伴う借換債３,５５０万円の追加計上であります。 

 ９０ページの歳出、１款簡易水道費１項事務費１目総務費については、消費税申告に伴い

１５０万円の増額であります。２項の事業費でございますが、久賀簡易水道事業給水区域変更認

可業務及び久賀簡易水道庄地地区排水管布設設計業務の委託料３３５万円の計上であります。 

 ２款公債費につきましては、借りかえに伴う元利償還金３,９４４万４,０００円の計上でござ

います。 

 次に、議案第７号平成２１年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてで

あります。 

 補正予算書９１ページをお願いします。 

 今回の補正は、第１条に定めますとおり、既定の歳入歳出予算の総額に１３９万４,０００円

を追加し、予算の総額を５億１,１１７万７,０００円とするものであります。 

 ９９ページをお願いします。 

 歳入につきましては、一般会計から１３９万４,０００円を繰り入れての財源調整であります。 

 １００ページをお願いします。 

 歳出につきましては、１款公共下水費２項事業費において、安下庄浄化センターサンプリング

ポンプ及びチャッキ弁等の修繕費の計上であります。 

 次に、議案第８号平成２１年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてであります。 

 補正予算書、１０１ページをお願いします。 

 今回の補正は、第１条に定めますとおり、既定の歳入歳出予算の総額に６９４万８,０００円

を追加し、予算の総額を３億７,９４３万円とするものであります。 

 １１１ページをお願いします。 

 歳入についてでありますが、一般会計繰入金１９７万３,０００円及び秋地区農業集落排水事

業の内示変更による県補助金３２７万５,０００円並びに町債１７０万円の計上であります。 

 １１２ページをお願いします。 

 歳出についてでありますが、１款農業集落排水費２項事業費１目維持管理費においては、戸田

及び日良居浄化センターの流量調整槽撹拌装置等の修繕費の計上であります。 
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 ２目農業集落排水事業費の工事請負費については、平成１７年から継続して進めております秋

地区農業集落排水事業の２１年度完成工にかかる工事請負費の計上であります。 

 次に、議案第９号平成２１年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてであります。 

 １１３ページをお願いします。 

 今回の補正は、第１条に定めますとおり、既定の歳入歳出予算の総額に１０１万１,０００円

を追加し、予算の総額を６,４４７万７,０００円とするものであります。 

 １２１ページをお願いします。 

 歳入につきましては、一般会計から１０１万１,０００円を繰り入れての財源調整であります。 

 １２２ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、１款漁業集落排水費２項事業費において浮島浄化センター汚泥引き抜き

ポンプ等の修繕費計上であります。 

 以上、議案第６号から第９号までについて補足説明させていただきました。よろしくお願いし

ます。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  それでは、議案第１０号平成２１年度周防大島町渡船事業特別会計

補正予算（第１号）につきまして補足説明をいたします。 

 補正予算書の１２３ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、既定の歳入歳出予算に６万３,０００円を追加し、予算の総額を

７,９５７万５,０００円とするものであります。 

 事項別明細書の１３１ページをお願いいたします。 

 歳入の１款使用料及び手数料は、前島航路及び浮島航路の渡船使用料の調整であります。 

 ３款県支出金は、各航路に対する県補助金が確定をいたしましたので、３航路合わせ６９万

４,０００円追加いたしました。 

 ４款繰入金は、一般会計からの繰入金を７６万９,０００円減額しての財源調整であります。 

 １３２ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、１款事業費２項事業費３目浮島航路運航費において、待合所公衆トイレ

の清掃委託料を新規に計上いたしました。航路の会計年度にあわせ、新たに委託を計上するもの

であります。 

 以上が、議案第１０号平成２１年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号）について

の概要でございます。何とぞ慎重御審議の上、御議決いただきますようよろしくお願い申し上げ

ます。 
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○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。 

 議案第２号平成２１年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はご

ざいませんか。 

 広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  今回の補正の主なものは、結局は前年度からの繰越金１億

３００万余りが財源となって基金に積み立てる分と、これが約半分ですね、そういう中で、あと

はいわゆる大きなものでは、療養給付費負担金の減額と財政調整交付金の減額ということであり

ます。 

 しかし、中身として聞いておきたいのは、基金積立金についてであります。実際的に、この補

正後の基金残高、一体幾らになるのかというのが一点です。 

 それともう一点は、実際的に今まで長年、国のほうは厚生省指針ということで基金についても

いろいろ地方自治体に言ってきました、基金残高についてですね。 

 最近、そういう厚生省の指導というものは実際的にあり得るのかどうなのか聞いておきたい。

また、今回少しでもやっぱり加入者に引き下げるための努力、これが可能かどうなのか、この

３点について聞いちょきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  東原健康増進課長。 

○健康増進課長（東原 平典君）  まず、基金の積立額ですけども、これにつきましては、先ほど

多分説明したと思うんですが、１億８,１８２万円という形に、この５,０００万円を積み立てま

すとなります。 

 次に、基金について厚生省等の指導ですが、これは平成１１年度に通知でありましたけども、

それ以降入ってはおりません。そのときには、保険給付費の約５％以上は積み立てるようにしな

さいというような指導通知が来ております。 

 そして、引き下げは可能かということなんですが、今、５,０００万円積み立てる予算計上し

ておりますが、現状と医療費の伸びといたしましては、３カ月支払いが済んでおるんですが、そ

れによりますと、高額療養費、それと一般の療養給付費、その３カ月分を１２カ月に換算して計

算してみますと、約８,０００万円伸びる状況です。 

 ですから、今はまだ計上していないのは、まだ３カ月分の推計ですので、あと１２月なり３月

までの補正において、ある程度の額がもう少し固まると思いますので、そのときには補正計上し

たいと思いますが、そのときの財源には、この基金の積み立てを取り崩すという形にもなろうか

と思います。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第３号平成２１年周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はご

ざいませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  もうこれも、後期高齢者医療制度そのものがどうなるかというの

は、国の課題でどうなるか今はわかりませんが、実際的には、当初予算編成するときの加入者人

員でずっと推計しておると。後期高齢者の加入者人員で、当初計算上で推移しよるという見方で

よろしいのかどうなのか聞いておきたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  田村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（田村 敏範君）  一応、この制度をつくる前に、もとになる数字というのは、

２年前の数字をそのまま使っております。今現在も、その数字のままであります。 

 以上であります。 

○議長（荒川 政義君）  いいですか。 

○議員（８番 広田 清晴君）  はい。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第４号平成２１年度周防大島町老人保健事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はござい

ませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  これも聞いておきたいと思うんですが、御承知のように、老人保

健会計そのものが、後期高齢者医療制度が導入されるとともに人員がかなり減って、予算上もか

なり減ってきたというのが中身じゃないか思いますが、実際的に、今回、前年度分ということで、

償還金利子及び割引料ということで実際的に予算が計上されております、償還金で。 

 実際、その金額というのは、一体何の数字でいっておるのか聞いておきたい。いわゆる前年

ベースでという言い方をしますが、大体どのぐらいの償還にかかわる件数等で考えておるのか聞

いておきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  東原健康増進課長。 

○健康増進課長（東原 平典君）  今回の補正につきましては、あくまで精算の額でいっています

ので、当初予算の計上の数値のことでしょうか。 

○議員（８番 広田 清晴君）  ６,０００、今回、前々年分かね、実際的に。 

○健康増進課長（東原 平典君）  今回の補正は、あくまで繰越金として出した数字を翌年度精算

とする数字であります。ですから、支払基金、国庫、県費として償還するという補正でございま

す。 
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○議長（荒川 政義君）  よろしいですか。 

○議員（８番 広田 清晴君）  はい。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第５号平成２１年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はござい

ませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  今回の中身が、介護給付費準備基金積立金１,８７８万というこ

とで、積み立てがされております。 

 それで、これも私の勘違いじゃったらいけんのんですが、明確にしちょきたいのは、こういう

介護給付費準備基金に積み立てる場合、３カ年で基本的にはその部分をその間調整して、３カ年

でまた取り崩してやるこれ中身というふうにとらえちょっていいのかどうなのか。 

 そうすると、一定時期に、私はその３年間でこの基金を運用するのなら、実際的には引き下げ

に使えるんじゃないかというふうに思いますが、その点でのちょっと認識を聞いちょきたいとい

うふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  舛重介護保険課長。 

○介護保険課長（舛重 久人君）  お答えします。 

 一応、３カ年で使い切るということになっておるようですけども、残しておいてもいいですよ

ということでございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  まあ、実際的に国の制度ができて以降、こういういわゆる基金立

てが結構多いんです。最近も多分、次から次へ基金等に積み立ててくださいと、多年度で使える

ような基金にするという動きがあるんですが、その先がけが基本的には介護準備金、いわゆる基

金に関する分じゃないかというふうに思います。 

 それでいうんなら、そういう予算があったら何に使ってもいいわけです、実際的に。それで、

１つの方法として確かに３年度分はわかりませんが、一定の金額については、私はそれを取り崩

して利用者、いわゆる被保険者に使うことも、可能な基金という認識をしておるんですが、それ

は財政当局と違うかもしれませんが、実際的には使えるというのは可能性としてはあるんではな

いでしょうか。その点でちょっと再質問しておきたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  介護保険の場合、国保と違いまして単年度で収支を必ずしも国保税に響

かすというわけじゃありません。要するに、中期財政計画ということで、３年間を１つのスパン
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としてやっているわけでございます。ただ、次の３年後にその介護保険計画を立てる中で、介護

保険料をどうするかといったときに、基金が準備金がたくさんあれば、次の保険料を抑制すると

いうことには当然なるわけでございますから、今すぐここで取り崩してどうこうということには

ならないと思います。まだちょっと、国保のことも先ほどありましたが、例えば、国保でも毎年

度、少し余剰が出ればすぐ国保税を下げる。また、少し赤字要因が出れば、すぐ国保税を上げる

というふうなことではなくて、ある程度、中期的に基金があれば、少し基金で余裕持ちながら、

次の国保税を上げるのを抑制するというふうにも使えばいいというふうに、余り単年度単年度で

スパンを短く考えないほうがいいのではないかと思っておるところでございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  一応、今、町長のほうが、いわゆる国保についても介護保険につ

いても、今、答弁がありましたので、若干述べちょきたいと思いますが、国保についても介護保

険についても、実際的には歴史を見たら、何でこういう状況になったかちゅうのは、もう明らか

です。 

 そういう状況があって、その資質形態があり、その一つ一つの会計があるというふうな点は明

確にしちょかんと、今だけに立ったら、そりゃ確かに単年度見たら、予算運用ちゅうのは長期ス

パンでというほうが一定的考え方があるかもわかりませんが、その持っておる制度の矛盾ってい

うのは、ずっと覆いかぶさってきておるということだけは指摘しちょきたいというふうに思いま

す。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員、討論は討論のときに言ってください。お願いします。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第６号平成２１年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）、質疑はござい

ませんか。平川議員。 

○議員（１４番 平川 敏郎君）  １４番、平川です。ページの９０ページですが、１３節に委託

料３３５万円が計上されています。この流域はたしか水質も余りよくなく、夏場には渇水状況に

なるということがあり、これは宗光自治会より要望書が出され、たしか５月２９日に庄地自治会

の説明会が開催され、受水等々の説明があったと思います。 

 この開催があったんですが、この事業が今、設計業務しか上がっていないんですが、年度末ま

でに本事業が完了するのかどうか、その点をひとつお尋ねします。 

○議長（荒川 政義君）  松井環境生活部長。 
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○環境生活部長（松井 秀文君）  この事業は、久賀簡易水道庄地未普及地区排水管整備事業って

いうタイトルっていうんですかね、今年度、単年度の事業として計画進めております。 

 財源については、厚労省の水道施設整備補助金及び地域活性化・公共投資臨時交付金、経済危

機対策交付金っていうんですか、のほうで変更認可後に補正で工事費を計上と考えております。 

○議長（荒川 政義君）  平川議員。 

○議員（１４番 平川 敏郎君）  詳細にわたって十分な説明いただいたんですが、この本地域は、

これは余談ですが、防火水槽で消火剤、こういう等が全然ございません。それで、消防団員の方

が必死で河川の取水、またため池等の水を利用して防火水槽に充てているわけでございます。 

 どうかこれ設計業務を早く施工し、そういった事業の予算計上ですね、これをいち早く、これ、

その外になるかわかりませんけど、この計上に委託料にしか上がっていないんで、よろしくお願

いします。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  答弁ええですか。 

○議員（１４番 平川 敏郎君）  ああ、結構です。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑を終結します。 

 議案第７号平成２１年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はございま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第８号平成２１年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はご

ざいませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第９号平成２１年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はご

ざいませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第１０号平成２１年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はございま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 以上で、議案第２号平成２１年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）か

ら、議案第１０号平成２１年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号）までの質疑を終

結します。 

 討論、採決は会期中の次の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２８．議案第１１号 

○議長（荒川 政義君）  日程第２８、議案第１１号平成２１年度周防大島町公営企業局企業会計

補正予算（第２号）を上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。石原企業管理者。 

○公営企業管理者（石原 得博君）  では、議案第１１号平成２１年度周防大島町公営企業局企業

会計補正予算（第２号）の補足説明を申し上げます。 

 お手元の平成２１年度周防大島町公営企業局補正予算書の１ページをごらんいただきたいと思

います。 

 第２条の収益的収入及び支出につきましては、７月に普通交付税が確定したことに伴いまして

一般会計からの繰り入れを７,３７８万７,０００円増額し、大島病院移転新築工事の前払い金を

支払ったことによる資金運用益の減少を見込みまして、有価証券利息を１,７５０万６,０００円

減額し、収入合計で５,６２８万１,０００円を増額補正しております。 

 第３条の他会計からの補助金につきましては、先ほど第２条で御説明申し上げましたが、普通

交付税の確定に伴いまして増額補正しております。 

 補正額７,３７８万７,０００円の内訳としましては、救急告示病院に対するもの４,３１６万

４,０００円、病床数に対するもの２,９７９万２,０００円、看護師養成所に対するもの１１万

９,０００円、企業債元利償還金に対するもの７１万２,０００円であります。 

 なお、当年度純利益は５ページの平成２１年度周防大島町公営企業局事業予定貸借対照表のと

おり２９９万５,０００円の黒字を見込んでおります。 

 以上が平成２１年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第２号）の内容でございます。

どうかよろしく御審議いただき、御議決賜りますようお願い申し上げまして、補足説明を終わら

せていただきます。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はごさいませ

んか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  今回の補正、見たらわかりますように医業外収益、いわゆる一般

会計からの繰り入れがベースになって、今回の補正を組んでおるというのは明らかなんですが、
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午前中、補足説明が病院からありました。いわゆる二重立てベースにかかわる報告がありまして、

で考えてみますと、この時点で一定の医業収入にかかわる部分も補正しちょかんと、実際的には

決算、いわゆる３月と含めて、議会に示した数字と実際的に最終にかかわるときと、かなりの差

が開いてくるという会計上の弱点があります。 

 これはもう御承知のように、提案者のほうはわかっておると思うんですが、実際的にこの時点

で、医師数や利用者数一定程度、もう開きが当初から見たら出ちょると思うんです。それで、そ

の点での基本的な補正をいつするかっちゅうのは、やっぱりきちっととらえちょかんといけんの

んじゃないかなというふうに思うんです。 

 じゃけ、確かに企業局会計上難しさがあったとしても、できるだけ近い数字を私は議会に示す

べきだというふうに考えとるんですが、その点で、今回補正に当たって、実際的にはどういうこ

とがあったのか含めて、ちょっと答弁を聞いちょきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  村岡公営企業局財政課長。 

○公営企業局財政課長（村岡 宏章君）  御質問の補正予算の立て方、今現在、約半年間、２１年

度が始まっておりますが、今回の補正につきましては、収入の増という形で普通会計からの繰出

金、普通交付税の確定部分を補正しております。 

 で、従前でありましたら、この時期に、このような補正を収入が確定したからといってするよ

うなことはございません。それと、今まで経過がしている部分についてを補正という形になりま

すと、当然、思ったよりもいい方向での補正が組めるんでありましたらプラスの補正でございま

すので、補正を組むという形が可能になってきますが、公営企業法上、マイナスの赤字予算は組

めないことになっております。 

 そうなりますと、費用のほうにつきましては、必要な費用については予算組んでおって、それ

をプラスに、できるだけの収入を予定として当初予算で組んでおりますので、この部分をすべて

より近いもの、例えば、医師の不足、患者数の減少等によるマイナス要因を補正に組もうと思い

ますと、どうしてもマイナスの予算になってしまいますので、医業費用の半分を占める給与費等

の確定部分を半年間経過した後に、大体１２月に補正を組むように今のところしております。 

 ただ、先ほども申しましたように、マイナスの賛助予算を組むことができませんので、そこで

今回の２０年度の結果、かなりの開きが、予算上と決算の開きが出たという状況になっておりま

すので、その辺をどのような形かで議会のほうにお示しできることが可能かどうかというのが、

今後、さらに検討することだと思っております。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  ご承知のように、私のほうも、１つの矛盾として、これ、とらえ

ております。そういう格好で会計の立て方の矛盾。 
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 しかし、まあ努力されるということなんで、ぜひ今後とも努力していただきたいというふうに

思うんですが、実際的には、かなりの開きがあったとき、議会の場は、やはりある程度の数字、

これはやっぱり示していただきたいというのは、議会が持っちょる要求でもあります。 

 それでないと、いろんなうわさがひとり歩きしていろんなことになったら大変なんで、これは

まあ委員会でも議論されると思いますが、今回のようなことが果たしていいほうなのかどうなの

かを含めて、ぜひ公営企業局として議論していただきたいというふうに思います。よろしくお願

いします。 

 終わります。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑ないようでありますので、質疑を終結いたします。 

 討論、採決は、会期中の次の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２９．議案第１２号 

○議長（荒川 政義君）  日程第２９、議案第１２号周防大島町議会議員の報酬、費用弁償及び期

末手当に関する条例及び周防大島町報酬及び費用弁償条例の一部改正についてを上程し、これを

議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  議案第１２号周防大島町議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関

する条例及び周防大島町報酬及び費用弁償条例の一部改正について補足説明をいたします。 

 本案は、町内の旅費支給に際し、私用車で移動した場合にキロメートル当たりの費用弁償する

制度について、現行１キロメートルにつき「３７円」を「３０円」に改正するものであります。 

 この制度につきましては、旧町時代の各町において統一性がなかったものを合併の際に県に準

ずる形で条例を整備したものであり、今回、近県の状況を踏まえ、山口県が条例改正を行ったこ

とに伴い、本条例の一部改正をするものであります。 

 なお、周防大島町報酬及び費用弁償条例新旧対照表中、第５条の職員とは、各種委員や行政連

絡委員などの非常勤特別職員のことを指しております。 

 施行期日につきましては、県では規則で定める日となっており、当町としては県の規則公布の

日を施行日として公布することとしております。何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はありません

か。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 これより討論を行います。討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１２号周防大島町議会議員の報酬、費用弁償及び

期末手当に関する条例及び周防大島町報酬及び費用弁償条例の一部改正について、原案のとおり

決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３０．議案第１３号 

○議長（荒川 政義君）  日程第３０、議案第１３号周防大島町斎場条例の一部改正についてを上

程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  議案第１３号周防大島町斎場条例の一部改正について補足説明をいた

します。 

 このたびの改正は、大島斎場の使用料に別表に示した和室使用料を加えようとするものであり

ます。大島斎場は、通夜、葬儀、火葬が可能な施設で、供用開始から２年半が経過し、年々使用

件数もふえているところであります。 

 当初、和室は、葬儀等のための場所として考えており、火葬のみの使用の場合は待合ホールを

御利用していただき、和室使用は行っておりませんでした。 

 しかしながら、供用開始から２年半が経過し、火葬参列の高齢者等から座ってくつろげる和室

を開放してほしい旨の要望をいただいているところでございます。 

 葬儀使用は年々増加傾向にあることから、和室使用はどうしても通夜、葬儀使用者が優先にな

りますが、当日の利用が火葬使用のみの場合は、和室使用料として１時間当たり、町民料金

５２５円、町外料金１,５７５円をいただき、和室を使用することができることとするものでご

ざいます。 

 今後とも利用状況や実情を見ながら、火葬施設の運営形態について議会へお諮りしながら整理

していくこととしております。何とぞ慎重なる御審議の上、御議決賜りますようよろしくお願い

いたします。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はございませ
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んか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  基本的にはダブらなかったら使っていいですよという中身かとい

うふうに思いますが、実態をちょっと聞いちょきたいんですが、確かにこれも１つの改善部分だ

というふうに思いますが、実態として、いわゆるダブるという言い方が正しくないと思いますが、

実際的に火葬とこれがダブるという場合も当然あると思うんです。 

 実態としてどういうふうにとらえちょってんだろうかと。それだけじゃ、なかなか実は改善せ

んという部分もあるんで、条例改正ですから実態をちょっと報告してほしいというふうに思いま

すので、よろしく答弁のほうお願いしたいと思います。 

○環境生活部長（松井 秀文君）  平成２０年度の実績で申しますと、大島斎場ですが、火葬の件

数１８９件、葬儀の件数が９７件、それで葬儀の日にちと火葬の日が重なった件数が３５件、火

葬も正月を除いて３６５日、営業しているわけですが、重複件数は３５件ということであります。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これより討論を行います。討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１３号周防大島町斎場条例の一部改正について、

原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３１．議案第１４号 

○議長（荒川 政義君）  日程第３１、議案第１４号周防大島町過疎地域自立促進計画（後期）の

変更についてを上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  議案第１４号周防大島町過疎地域自立促進計画（後期）について補足

説明をいたします。 

 本案は、過疎地域自立促進計画（後期）の変更にあたり、過疎地域自立促進特別措置法第６条

第６項に基づき、本議会の議決を求めるものでございます。 

 内容について申し上げますと、まず、交通推進体系の整備、情報化及び地域間交流の促進の区

分については、農道にかかる事業として今年度完成予定である広域営農団地農道整備事業の道路
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延長を変更しようとするものでございます。 

 次に、生活環境の整備の区分については、水道施設にかかる事業として久賀庄地地区に、簡易

水道配水管を布設しようとするものでございます。 

 また、医療の確保の区分については、診療施設にかかる事業として、東和病院、橘病院及び大

島病院の医療機器を整備しようとするものでございます。 

 最後に、教育の振興の区分については、学校教育関連施設にかかる事業として、久賀小学校校

舎及び屋内運動場の耐震改修と久賀、大島、東和、安下庄の４中学校に太陽光発電を導入しよう

とするものでございます。何とぞ慎重なる御審議の上、御議決賜りますようよろしくお願いいた

します。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はございませ

んか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  １つは、水道施設の追加についてでありますが、今回、給水人口

４７人で１,１６５メーター部分を新たに追加するということでありますが、今、町内多くのと

ころで聞くのが、実際的に工事をしてほしいと。しかし、２軒、３軒では工事ができないという

言葉をよく聞きます。 

 それで、実際的に給水人口はそれじゃ何人から可能なんかということ、これに追加してくれる

んかという部分が出てくると思うんです。 

 実際的には、小規模のところ、まあ私がいろいろ歩いてみますと、例えば、ポンプアップした

らできるんじゃないかというところも未普及地域なんです。そういうなんで、いろいろ未普及地

域がありながらそれを改善しよう思うたら、いわゆる工事代金が高いから、未普及の部分がなか

なか手をつけてもらえないという格好であります。 

 今回、４７で追加しておりますが、大体双方の考え方としてどういうふうに一体、新たな未普

及地域をなくしていくという立場でいけば、基本的な考え方は、どの点を持っておるのか、これ、

まず一点です。この点で、町長の考え方、あったら聞いておきたいというふうに思います。 

 それともう一点は、今回、病院関係が医療機器整備ということで３件、各病院３件上がってお

りますが、これは御承知のようにまずもう議論してきましたが、金額については決定じゃありま

せんしあれですが、想定は何をされているのか。まあ想定外だが、一応あげておこうかというこ

となのか、ちょっとよく聞いておきたいというふうに思います。 

 以上２点について質問しちょきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  町内でも、確かに未普及地域っていうのはあるように思います。その中

でも、給水区域になっておる地域、また、給水区域から外れているところというのが当然あるわ
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けでございまして、給水区域内であれば、当然、できれば早く給水をしたいというのが当然のこ

とでございます。 

 で、給水区域から外れておるとこっていうのは、これは旧町の時代から外れておるわけでござ

いますが、それにはいろいろな要因があると思います。 

 例えば、その戸数はたくさんあったとしても、要するに自然流下では給水できないということ

で、大きなポンプアップをしなければならないため、非常に大きな金がかかるということからし

て給水区域から外れておるというようなこともあると思います。 

 それらも含めて、当然、町内全域に簡易水道が普及するのがいいと思っております。しかしな

がら、そういうこともすべてを加味しながら全体のことを考えなければ、非常に少ない戸数のと

こに大きな投資になるということでございますんで、そこら辺を勘案しながら進めてまいりたい

と思っております。 

○議長（荒川 政義君）  河村企業局総務部長。 

○公営企業局総務部長（河村 常和君）  過疎地域自立促進計画の中への医療機械器具ということ

ですが、今まで病院のほうにおきましては、病院事業債の起債のほうで借りておりました。その

中で、病院に１２月末にいろいろ計画を出して３月議会に諮ってということで、各病院の規模に

もよって違いますが、５,０００万から２,０００万、建てかえ前には１,０００万ぐらいまで落

としている施設もございましたが、そういった医療機械器具に対して今後、また当初計画とは別

に途中から機械が壊れたとか、そういった部分で、この過疎地域自立促進計画の中に入れていた

だいて、より有利に借りれるものがあれば充てていきたいという計画でございますので、そのよ

うに御理解いただければと思います。よろしくお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  ここへ上げてくるということは、財政当局に聞きますが、今まで

は病院事業債等で行う場合、あんまり上がってきてなかったと思うんです。ここへ上がってきち

ょるということは、先ほど出たような有利な起債である過疎債の対象っちゅうことも考慮してこ

こへ上げてきたと。これ、念押しになりますが、確認しておきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  医療器具につきまして、今年度から過疎の充当が可能になったとい

うふうに理解しております。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  小田議員。 

○議員（１９番  小田 貞利君）  学校関係のことですが、中学校の統合がことしの４月からあり
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まして、その検討委員会で２９年を目途に小学校の統合、中学校の再統合というような話があっ

たと思います。 

 そういった中で、今、この計画を見ますと、太陽光の設置について変更になっておりますが、

この整合性、中学校の再統合、小学校の統合を考えた上でこういう計画をしておるかどうか、そ

の辺をお聞かせください。 

○議長（荒川 政義君）  村田教育次長。 

○教育次長（村田 雅典君）  平成２９年度以降に中学校を統合するという計画は、もう既にある

わけでございますが、今回の太陽光発電等、これにつきましては、スクール・ニューディール政

策によって進められているわけでございます。この事業を取り組むということで、将来、平成

２９年度以降の合併がどうのこうのということは考慮せずに、中学校にこのエコ発電、あるいは

いろいろな教育の面から設置をしていこうということの計画であります。 

○議長（荒川 政義君）  小田議員。 

○議員（１９番  小田 貞利君）  ２９年以降ということなんですが、再統合、あるいは小学校が

統合される場合に、無駄になるかならないかというだけの話なんですが、その辺を考えてやって

いるかどうかということです。 

○議長（荒川 政義君）  村田教育次長。 

○教育次長（村田 雅典君）  太陽光発電を設置するということにつきましては、決して統合にな

ろうとなるまいと、無駄にはならないと思っております。 

○議長（荒川 政義君）  いいですか。 

○議員（１９番  小田 貞利君）  はい。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１４号周防大島町過疎地域自立促進計画（後期）

の変更について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（荒川 政義君）  以上で本日の日程は全部議了しました。 
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 本日はこれにて散会いたします。 

 次の会議は９月１６日水曜日、午前９時３０分から開きます。 

○事務局長（坂本  薫君）  御起立願います。一同、礼。 

午後２時08分散会 

────────────────────────────── 

 


